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新年の朝日に輝く勇姿！ 消防団出初式新年の朝日に輝く勇姿！ 消防団出初式新年の朝日に輝く勇姿！ 消防団出初式新年の朝日に輝く勇姿！ 消防団出初式新年の朝日に輝く勇姿！ 消防団出初式
本年も、阿蘇市消防団７9０人の一致団結で、本年も、阿蘇市消防団７9０人の一致団結で、
市民の生命と財産を守ります！市民の生命と財産を守ります！
本年も、阿蘇市消防団７9０人の一致団結で、
市民の生命と財産を守ります！
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多
く
の
命
を
救

た
奇
跡

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
署
の
人
だ
と
思
い
ま
す
か
―
。

　

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
、
合
わ
せ
て
約
２
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大

災
害
の
中
、
多
く
の
子
ど
も
の
命

が
助
か

た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
岩
手
県
釜
石
市
。
同
市

は
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
防
災
教
育
を

徹
底
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の

教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

避
難
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持

ち
、
訓
練
を
積
み
、
助
け
合
う
精

神
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
釜
石
市
の
中
学
生

た
ち
は
、
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
り
な
が
ら
、
小
学
生
と
保
育
園

児
を
連
れ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
な
の
が
分
か
り
ま
す
。

奇
跡
か
ら
学
ぶ
自
助
と
共
助

　

津
波
に
よ
る
釜
石
市
の
小
中
学

校
が
管
理
す
る
生
徒
の
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
し
て
メ
デ

ア
な
ど
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に

行
動
し
た
だ
け
で
す
。
彼
ら
に
根

付
い
て
い
た
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
守
り
合
う
「
共
助
」
の
精

神
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
奇
跡

で
は
な
く
、
当
然
の
結
果
だ

た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た

自
身
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
知
る

こ
と
が
、
防
災
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

手野の大地震
（昭和 50年１月）

県北中部を中心に発生した集中豪雨。
死者・行方不明者は 500 人超、家屋
全壊は 1,000 戸を超えた大水害。

を県

白川大水害
（昭和 28年６月）

自大

幾度となく自然の猛威に
さらされてきた熊本。過
去にどのような災害が発
生しているのでしょう
か。熊本を襲った災害を
年表で振り返ります。

の
命

多
く
の

愛
す
る
人
を
守
る

二
つ
の
言
葉

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa
tion 合 同特 集

震度５。震源地は阿蘇カルデラ北東部。
手野地区、山田地区に大きな被害。負傷
10人、住宅の崩壊、道路損壊、山崩れなど。

▶
崩
れ
た
家
屋
の
解
体
作
業

　

を
す
る
自
衛
隊
員

熊
本
県
市
町
村
広
報
担
当
者
に
よ
る
合
同
防
災
特
集

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
１
８
０
万
人

が
暮
ら
す
熊
本
県
で
も
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

う
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
自

宅
に
い
ま
し
た
。
直
下
型
地
震
の

す
さ
ま
じ
い
揺
れ
に
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
室
内
を
家

具
が
飛
び
交
う
の
を
感
じ
ま
し

た
。
で
も
、
家
族
全
員
が
無
事
だ

と
確
認
で
き
た
と
き
は
、
心
か
ら

ホ

と
し
ま
し
た
。

　

停
電
で
辺
り
は
真

暗
で
し

た
。
人
は
、
情
報
の
暗
闇
の
中
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
妄
想
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
ん
じ

な
い
か
」
と
さ
え
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
で
淡
路
島
が
震
源
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
情
報
を
得
る
こ
と

は
、
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
ね
。

地
域
コ
ミ

ニ
テ

で
支

え
合
う
こ
と
も
、
防
災
で

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
救
出
さ

れ
た
人
が
多
い
地
域
に
は「
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
住

民
同
士
が
交
流
し
、
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
交
流
の
あ
る
地
域
で
は
、
誰
か

が
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
と
し
て

も「
あ
そ
こ
に
は
誰
か
い
た
は
ず
」

と
助
け
合
え
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
「
共
助
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
大
切
な
の
で
す
。
年
に
１
回

で
も
祭
り
や
ス
ポ

ツ
大
会
な
ど

で
交
わ
り
の
あ
る
地
域
に
な
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
自

分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る

強
さ
を
持
て
ば
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

日
本
は
地
震
の
多
い
国
で

す
。
早
急
に
東
北
を
完
全

に
復
興
さ
せ
て
、
次
の
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日

本
大
震
災
を
忘
れ
ず
、
こ
の
悲
惨

を
か
み
し
め
つ
つ
、
必
ず
来
る
で

あ
ろ
う
次
の
大
災
害
へ
の
減
災
に

努
め
る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
央
に
位

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
防
衛
拠
点
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が
自

ら
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
助
け

る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
全

体
に
と

て
も
大
変
貴
重
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
減
災
・
防
災
の
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊本県内の広報担当者が一緒に制作した防災特
集。地震や風水害などの自然災害は、私たちに
突然襲いかかります。家族や恋人、友人を守る
ために大切なことは「自助」と「共助」でした。
二つの言葉は、まず自分が生き延びることと日
頃から地域のつながりを大事にすることの大切
さを教えてくれました。愛する人を守るために、
二つの言葉を忘れないでください―。

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、阪
神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道フォー
ラムのために来熊した五百旗頭さんに災害において重要な
ことは何なのかを聞きました。

記録的な豪雨により土石流が発生。坂梨地区を襲
う。家屋が流失し田畑は泥土と流木に埋まる。７．２
水害での死者１１人。

五百旗頭　真

７．２水害
（平成２年７月）

瞬間最大風速 60.9 ｍの台風が阿蘇を直撃。午後４
時からの２時間で家屋や農業施設を損壊。手野の大
杉はじめ神社の大木が次々と倒れる歴史的な被害。

台風１９号
（平成３年９月）

記録的な豪雨により土石流が発生。坂梨地区を襲瞬間最大風速 60.9 ｍの台風が阿蘇を直撃。午後４
時から 時間 家 や農業施設を損壊 手 大

◎ Profi le
昭和 18 年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68歳

愛する人を守る
二つの言葉

 Special　Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

（参考）熊本県防災情報ホームページ（写真）熊本県大水害寫眞集　阿蘇神社

さ
ん

▶
倒
れ
た
国
造
神
社
の
水
神
木

交流が人を救い、救われる―



〔障害者控除〕
　 本人又は生計を一にする配偶者や親族の、心身に
障害のある方を証明するもの（障害者手帳等）
④その他
○ 非課税所得(遺族年金、障害者年金等)のみを有す
る方や所得の無かった方は、その旨を申告しなけ
れば、健康保険税（料）等の軽減措置が受けられ
なくなります。
○ 所得税においては、給与等の金額が２，０００万
円以下である給与所得者で給与所得以外の所得が
20万円以下である場合は、確定申告書の提出を
要しないものとされていますが、住民税において
は、20万円以下のその他の所得についても給与所
得と合わせて申告書を提出する必要があります。
○ 所得税においては、公的年金等の収入金額が
４００万円以下で、かつ、年金以外の所得が
２０万円以下である場合は、平成２３年分より確
定申告を要しないこととされました。この場合で
も、例えば医療費控除などで所得税の還付を受け
る人は申告することができます。な
お、住民税においては２０万円以下
のその他の所得についても申告が必
要となります。
○ 平成23年中にマイホームを持った
方で、住宅借入金等特別控除を受
ける場合は、確定申告をする必要
があります。
○ 所得及び所得控除の計算に必要なも
のが揃っていない場合は、申告をお
受けできないことがありますので、
ご注意ください。

①印鑑又は身分証明書（運転免許証等）
②所得の計算に必要なもの
〔営業等所得、農業所得又は不動産所得〕
　 収支内訳書、売上帳、仕入帳、通帳、領収書等
　肉用牛の売却による農業所得の課税の特例を受け
　る場合は、肉用牛売却証明書
〔給与所得・雑所得（公的年金等）又は退職所得〕
　給与所得等の源泉徴収票
〔一時所得〕
　 個人年金や生命保険等の満期や一時金、解約が
あった場合は、その返戻金通知書等

〔譲渡所得又は山林所得〕
　 土地や建物、山林等の資産を譲渡（売買、収用
等）した場合は、その契約書や証明書等

〔配当所得〕
　配当所得等の源泉徴収票や支払通知書等
③所得控除の計算に必要なもの
〔医療費控除〕
　 本人又は生計を一にする配偶者や親族のために、
支払った医療費の領収書

〔社会保険料控除〕
　 国民年金保険料及び国民年金基金掛金等の控除証
明書、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
介護保険料及び農業者年金保険料等の領収書

〔生命保険料控除〕
　 生命保険契約等に基づいて支払った一般の生命保
険料及び個人年金保険契約等に基づいて支払った
個人年金保険料の控除証明書

〔地震保険料控除〕
　 家屋又は生活用資産等を保険の目的とした地震保
険契約等に基づいて支払った保険料の控除証明書

広報 あそ 2012.02 4

平成23年分 住民税及び国民健康保険税の

　　　　　　　　 申告受付が始まります

受付期間：２月１６日木～３月１５日木

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
阿

蘇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

は
、
住
民
税
申
告
又
は
所
得
税
の
確

定
申
告
に
よ
り
、
平
成
23
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に

生
じ
た
所
得
に
つ
い
て
、
３
月
15
日

ま
で
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

代
理
の
方
が
申
告
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
期
間
中
に
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
税
務

課
（
☎
２
２
‐
３
１
４
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　 

申
告
受
付
は
左
ペ
ー
ジ
日
程
表
の

と
お
り
２
月
16
日
木
か
ら
３
月
15
日

木
ま
で
、
指
定
し
た
会
場
で
行
い
ま
す
。

　

所
得
税
及
び
消
費
税
・
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
も
、
こ
の
日
程
で
受

付
け
ま
す
。
ま
た
、
一
の
宮
会
場
・

阿
蘇
会
場
で
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
等
を
行
う

際
に
は
、
電
子
署
名
を
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
は
３
年
と
な
っ
て
お
り
、
有
効
期

限
切
れ
の
場
合
は
、
新
た
に
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

申 告 に 必 要 な も の ※ 申告にお越しの際は、次の事項を確認
して必要書類をご持参ください。

税 還付 受け
な
下
必

も
お
、
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申 告 受 付 日 程 表

月日 会場対象となる行政区

【波野会場】
波野支所 西側会議室

楢木野、赤仁田、小園、小地野、笹倉、坂の上

大道、立塚、横堀、遊雀、中道、山崎、仁田水、中江、滝水

【阿蘇会場】
内牧支所 大会議室

内牧１区、内牧２区、内牧３区、深葉、茗ケ原

内牧４区、内牧５区、成川、南宮原

小里、湯浦、西湯浦、西小園、折戸

宇土、浜川、鷲の石、原の口、山田、小倉、西小倉、小池、黒流町

今町、下の原、新村、小野田町、本村、竹原、跡ケ瀬

道尻、蔵原、東黒川、坊中

南黒川、元黒川、北黒川、上西黒川、下西黒川

乙姫、黒川千丁、永草

枳、赤水、車帰

狩尾１区、狩尾２区、狩尾３区、的石

【一の宮会場】
本庁 議会棟大会議室

西町、町１区、町２区、北１区、北２区、東１区

下役犬原、上役犬原、東２区、東３区、西１区

塩塚、西２区、西３区、古神１区、古神２区

古神３区、分１区、分２区、分３区

古閑、神石、福岡、上町、東仲町、西仲町、下町、桜町、福原、馬場、豆札、
古城１区

古城２区、古城３の１区、古城３の２区、古城４区、古城５の１区、
古城５の２区、古城６区

古城７区、原口、上井手、下井手、中原、西井手、上西河原、下西河原、
上東下原、下東下原、西下原、片隅、荻の草、舞谷

指定日にお越し頂
けなかった方

※ この日は大変混雑しますので、あらかじめ指定した日にお
越しいただきますよう、ご協力をよろしくお願いします。

受付時間　午前９時から午後４時まで　午前８時３０分　開場

※会場の混雑が予想されますので、できるだけ指定した日にお越しいただきますようお願いします。
※指定日にお越し頂くことが困難な場合は、最寄りの日の午後にお越し頂きますようお願いします。
※期間中、指定した会場以外での受付はできませんので、あらかじめご了承下さい。

【問い合わせ】　税務課　☎２２‐３１４８　　　５５‐３１４８　　　　　　
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大切な一票を確実に。
選挙前に確認していただきたいこと。

平成２４年３月２５日執行　熊本県知事選挙

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

　

投
票
は
、
選
挙
当
日
に

投
票
所
で
行
う
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
選
挙
当
日
に

仕
事
や
レ
ジ

で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
期
日
前
投

票
を
す
る
た
め
に
は
、
選

挙
当
日
に
投
票
に
行
け
な

い
見
込
み
で
あ
る
こ
と
の

宣
誓
書
が
必
要
で
す
。

　　

増
設
と
な
る
内
牧
支
所
、

波
野
支
所
で
の
期
日
前
投

票
に
つ
き
ま
し
て
、
前
半

は
投
票
者
数
が
少
な
い
た

め
、
増
設
分
の
期
日
前
投

票
所
の
開
設
期
間
を
８
日

間
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
期
間
前
半
の
期

日
前
投
票
は
、
市
役
所
で

投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

両
支
所
（
増
設
分
）
の
期

日
前
投
票
所
の
開
設
期
間

を
変
更
し
て
い
ま
す

期日前投票について

●期日前投票所の開設期間
市役所　・・・・　選挙の告示日の翌日から投票日の前日まで（１６日間）
両支所　・・・・　投票日の８日前から投票日の前日まで（８日間）
投票時間　・・・　毎日、午前８時３０分から午後８時まで

投票所 ・・・ ３月１７日 ・・・ ３月２４日

市役所

内牧支所
市役所をご利用ください。

波野支所

不在者投票について

選
挙
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ

で

選
挙
が
で
き
な
い
方
へ
・
・
・

大
切
な
１
票
が
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
な
い
よ
う
に
・
・
・

不在者投票の種類 このような場合に

他の市区町村（滞在地）で
行う不在者投票

・ 阿蘇市の選挙人名簿に登録されている方が、出張などで投票日まで他
の市区町村に滞在する場合は、滞在地の市区町村選挙管理委員会で不
在者投票ができます。

・ 郵便等でのやり取りが必要となりますので、手続き等の詳細について
はお早めにお問い合わせください。

指定病院等で行う不在者投票
・ 不在者投票ができる施設として、指定を受けた病院、老人ホ－ム等に
入院（入所）中の方は、その施設で不在者投票ができますので、早め
に施設長に申し出てください。

重度の障害がある方のため
の郵便による不在者投票

・ 身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当され
る方や介護保険被保険者証の要介護区分が要介護５である方で郵便投
票証明書の交付を受けている方のみ対象となります。

・ 該当されると思われる方は、事前に郵便投票証明書の交付申請手続き
が必要となりますので、お早めに選挙管理委員会にお問い合わせくだ
さい。

その他 ・期日前投票日にはまだ１９歳の方は不在者投票となります。

（問い合わせ）
選挙管理委員会事務局
☎２２－３２３９

（問い合わせ）
選挙管理委員会事務局
☎２２－３２３９

３
月
25
日

投

票

日



いざ世界へ！
阿蘇ジオパーク推進室がオープン！

広報 あそ 2012.027

郡医師会が協力し、阿蘇中央病院で
「休日・夜間等初期救急支援事業」

がスタート！！

　

本
事
業
は
、
南
部
地
区
は
立
野
病

院
、
中
部
地
区
は
阿
蘇
中
央
病
院
の

『
休
日
・
夜
間
等
初
期
救
急
セ
ン

タ
ー
』
を
地
域
の
先
生
が
支
援
し

て
、
阿
蘇
医
療
圏
に
お
け
る
休
日
・

夜
間
等
の
医
療
体
制
を
よ
り
充
実
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
県
地
域

医
療
再
生
計
画
事
業
の
一
つ
で
、
熊

本
県
の
委
託
を
受
け
阿
蘇
郡
市
医
師

会
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
事
業

と
な
り
ま
す
。

　

阿
蘇
中
央
病
院
で
は
、
阿
蘇
市
内

の
４
名
の
先
生
が
協
力
医
師
と
な
っ

て
、
１
月
20
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
、

夜
間
の
初
期
救
急
医
療
支
援
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
支
援
時
間
は
当
面
19
時
か

ら
21
時
ま
で
の
２
時
間
と
な
っ
て
お

り
、
同
時
間
帯
は
阿
蘇
中
央
病
院
の

当
直
医
師
と
協
力
し
て
診
療
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
診
療
の
際
に
は
必
ず
保
険
証
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
さ
ん
の

　

場
合
は
母
子
手
帳
も
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

阿
蘇
郡
市
医
師
会

　

☎
３
４
‐
０
７
１
６

　

阿
蘇
中
央
病
院

　

☎
３
４
‐
０
３
１
１

いざ世界へ！
阿蘇ジオパーク推進室がオープン！

　この度、阿蘇ジオパークの拠点施設の一つであ
る阿蘇火山博物館１階に「阿蘇ジオパーク推進
室」がオープンしました。
　推進室では職員が３名常駐し、案内看板・ガイ
ドブック等の整備のほか、各地域でのジオパーク
巡回講座や、ジオパークモデルコースの作成、ジ
オパークを案内するジオガイドの養成講座など、

「阿蘇ジオパーク」推進の様々な取り組みを行っています。
～世界ジオパーク認定のためには、

まず市民の「ジオパーク」への理解が必要です！～
　市民一人ひとりが阿蘇を「ジオパーク」として、訪れる方々に阿蘇
の素晴らしさを広めていきましょう。「ジオパークについて知りた
い！」「私たちの地区でも勉強会をやってほしい！」など、ジオパー
クに関することはお気軽にお問い合わせください！

＜「ジオパーク」ご存知ですか？＞
ジオパークとは、地
質学（geology）
と公園（park）を
組み合わせた造語で
あり、科学的・文化

的に貴重な地球活動の遺産を主な見ど
ころとする自然の中の公園です。ジオ
パークは、ユネスコの支援により設立
された世界ジオパークネットワークに
より世界各国で推進されています。
ジオパークでは、貴重な遺産を巡りな
がら大地の成り立ちや人間生活とのか
かわりを学ぶ「ジオツーリズム」を新
たな観光資源として、地域活性化に役
立つものと期待されています。

＜阿蘇地域を世界ジオパークへ＞
阿蘇地域は、雄大なカルデラや火口見学ができる中岳、草原景
観など、ジオパークとして多くの見どころを有しています。
本市を含む８市町村は「阿蘇ジオパーク」として2009年に日
本ジオパーク（現在20地域）に認定されました。さらに今後
は、洞爺湖有珠山（北海道）、糸魚川（新潟県）など、現在日本で５地域のみ
が認められている世界ジオパークの認定を目指しています。
世界ジオパークとして認定されれば、地質の名所として世界に阿蘇をアピール
することとなり、地域への様々な波及効果が期待できます。

●問い合わせ　阿蘇ジオパーク推進室（阿蘇火山博物館1階）　☎３４‐２０８９
　　　　　　　ホームページでも情報を発信しています。http://www.aso-geopark.jp/

　阿蘇中央病院で、毎週金曜日（午後７時から午後９時まで）、
夜間救急外来を受け付けます！
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決
意
新
た
に
、
未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　

平
成
24
年
阿
蘇
市
成
人
式
が

１
月
８
日
、
阿
蘇
体
育
館
に

お
い
て
、
本
年
度
の
対
象
者

３
３
８
名
（
平
成
３
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
。
男
性
１
６
０

人
、
女
性
１
７
８
人
）
の
う
ち

２
５
５
人
の
参
加
に
よ
り
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
来
賓
に
地
元
県
議

を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
、
行

政
・
地
域
等
の
各
種
関
係
団
体

代
表
、
さ
ら
に
小
・
中
学
校
時

代
の
恩
師
な
ど
、
多
数
の
列
席

の
も
と
晴
れ
や
か
に
開
式
。
佐

藤
義
興
市
長
が
「
夢
の
実
現
に

向
け
、
そ
し
て
復
興
を
目
指
す

社
会
の
た
め
、
若
い
力
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、
新
成
人
の
益
々
の
活
躍
を

願
い
、
歌
と
パ
ワ

あ
ふ
れ
る

エ

ル
を
贈
り
ま
し
た
。
ま

た
、
来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
雅

司
県
議
会
議
員
、
田
中
則
次
市

議
会
議
長
か
ら
も
熱
い
励
ま
し

の
祝
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
私

た
ち
新
成
人
の
一
人
ひ
と
り
が
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
今
一
度
真
剣

に
考
え
、「
交
通
ル

ル
の
遵
守
」

と
「
正
し
い
交
通
マ
ナ

」
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大

切
。
新
成
人
と
し
て
自
覚
と
責
任

を
持
ち
、
交
通
安
全
を
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、「
交
通

ル

ル
」を
守
り
、「
交
通
マ
ナ

」

の
向
上
に
努
め
ま
す
。』
と
、
交

通
安
全
宣
言
を
し
た
岩
本
拓
也
さ

ん(

阿
蘇
北
中
卒)
と
加
藤
沙
椰

さ
ん
。(

一
の
宮
中
卒)

新成人が生まれた１９９１年の主な出来事・・・(1月)湾岸戦争勃発 (４月)衛星放送局WOWOWが本放送開始 (４月)自衛隊初
の海外派遣(５月)横綱・千代の富士が現役引退 (６月)雲仙普賢岳で大火砕流発生 (９月)アイドルグループ「ＳＭＡＰ」がＣＤデ
ビュー (11月)宮澤内閣発足 (12月)ソビエト連邦崩壊、ゴルバチョフ大統領辞任 【流行語大賞】「○○じゃあ～りませんか」

【
交
通
安
全
宣
言
】
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祝 平成２４年　阿蘇市成人式

『
未
曾
有
の
地
震
被
害
を

目
に
し
て
皆
が
自
分
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
た
一

年
で
あ

た
と
思
い
ま

す
。
自
分
に
責
任
を
持
つ

だ
け
で
な
く
、
他
者
を
思

い
や
り
、
他
者
の
た
め
に

何
か
で
き
る
こ
と
を
行

て
い
く
こ
と
が
、
社
会
の

一
員
と
し
て
の
姿
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
責

任
と
奉
仕
の
心
を
も

た

大
人
に
な
り
、
若
い
力
で

地
域
や
社
会
を
支
え
て
い

き
ま
す
。
』
と
成
人
の
言

葉
を
述
べ
た
大
塚
麻
友
さ

ん
。(

波
野
中
卒)

『
大
勢
の
同
級
生
た
ち
と

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
本
日
を
無
事
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
生

方
や
友
人
た
ち
、
そ
し
て
愛

す
る
家
族
の
支
え
が
あ

た
か
ら
で
あ
り
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い

ぱ
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典

を
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
良
き
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。
』
と

代
表
謝
辞
を
述
べ
た
笹
木

良
二
さ
ん
。(

阿
蘇
中
卒)

阿蘇中卒の新成人

成人の言葉を述べた
大塚麻友さん。

代表謝辞を述べた
笹木良二さん。

広報 あそ 2012 029

新成人が生まれた１９９１年の阿蘇市の主な出来事
(７月)波野村「神楽苑」が完成 (９月)台風１９号が直撃し建物や農作物に被害。国造神社の樹齢2000年の「手野の大杉」が折損。
(10月)第４回県民文化祭～阿蘇ルネッサンス天地創造～開催

▲

式
典
終
了
後
の
出
身
中
学
校
ご
と
に
行
わ
れ
た
記
念
撮
影
の
様
子



学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します
まちのまちの
話　題話　題
まちのまちの
話　題話　題

　

阿蘇市の剣士が合同で初稽古

堀田道場・碧水道場剣道初稽古

　堀田道場と碧水道場は１月９日、碧水小学校
で合同の初稽古を行いました。
　市内では剣道の道場は２つしかなく、合同で
の稽古は今回が初めてで、年長から小学６年
生までの１７人が大きな掛け声を上げながら汗を
流しました。
　稽古後には鏡開きを行い、保護者が作ったぜ
んざいが振る舞われ、道場間の交流を図り親睦
を深めました。堀田道場の松野拓斗さん（碧水
小、５年）は、「キャプテンとして皆をリードし
ていきたい」と今年の意気込みを語りました。

　

市民が阿蘇路を力走！

第３７回阿蘇郡市民マラソン大会

　第３７回阿蘇郡市民マラソン大会が、１月７日、
晴天に恵まれ、阿蘇体育館前をスタート・ゴール
に行われ、２６６人の選手が健脚を競いました。
　【大会結果】
　　上位３位までの紹介（阿蘇市参加者のみ）
　　●小学校男子２ｋｍ
　　　　１位　髙津浩揮（碧水小５年）
　　●中学校男子５ｋｍ
　　　　１位　小野伽仁（阿蘇北中１年）
　　●一般男子５ｋｍ
　　　　１位　楠　晃治（阿蘇中教諭）

　

三色餅を配布し、交通安全呼びかけ

黒川地区で交通事故防止キャンペーン

　阿蘇地区交通安全協会黒川支部（二宮純一支
部長）は１月１２日、年始の交通事故防止を目
的とした交通事故防止キャンペーンを、黒川の
国道５７号沿いで行いました。
　キャンペーンでは、国道５７号を通るドライ
バーに対し、信号にちなんだ三色餅や啓発チラ
シなど約１００個を配布し、交通安全を呼びか
けました。
　二宮支部長は「阿蘇は観光地であり、非常に
交通量が多いので、今回のキャンペーンで少し
でも事故がなくなれば」と話していました。

　

霜神社の竹灯篭

初詣を幻想的に演出

　役犬原の霜神社で、氏子の方々による竹灯篭
が大みそかの夜に点灯され、温かな灯りの演出
で、初詣に来る人たちの目を楽しませました。
　竹灯篭の設置は１０年前から取り組まれてお
り、神社の境内はもちろん、周囲の道路にも設
置されます。「地域のために何かしたいと有志
で、竹田市の竹楽を参考に取り組みを始めまし
た。情緒ある雰囲気が好評なのでもっと規模を
広げていきたい」と皆さん。
　役犬原の竹灯篭は、現在、大みそかの夜と１０
月１８日の夜渡祭の年２回設置されています。
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国の重要文化財を火災から守れ！

第１３回　阿蘇神社消防訓練

　「文化財防火デー」である１月２６日、全国
的に文化財防火運動が展開され、阿蘇市でも阿
蘇神社で消防訓練が行われました。この訓練は
毎年行われており、今年で１３回目。訓練には
阿蘇神社職員や阿蘇広域行政事務組合消防本
部、地元消防団など２７名が参加しました。　
　また、国指定重要無形民俗文化財・農耕祭事
火焚神事を行う、役犬原の火焚殿でも火災訓練
があり、消防団や地域の人たちが訓練に臨みま
した。

　波野の特産品キャベツをＰＲするため
波野高原やすらぎ交流館が開発した「波野
高原のキャベツ入りメンチカツ」が、ＮＨ
Ｋ『九州ふるさとの台所紀行・うまか料理大賞』（１月放映）で、
九州８県１０６通の応募の中から、見事、第一位に輝きました。
　やすらぎ交流館では、“食を通じた波野の活性化”をテーマに、
地域の方々と波野の素材を活用したメニューの開発に取り組
んでおり、試行錯誤の結果生まれたのが今回の「キャベツメ
ンチカツ」です。茹でたキャベツと生のキャベツの両方を刻ん
でたっぷり入れることにより甘みがプラスされ、サクッとし
た食感に仕上がっています。大賞に輝いた力作をぜひ、ご賞
味ください。
　キャベツメンチカツは、やすらぎ交流館で月に一度、第２
日曜日に開かれる「旬菜家庭料理レストラン」の一品となって
いるほか、道の駅波野・神楽苑での販売も検討されています。

　

人権擁護委員の林　秀峰さんに
法務大臣から感謝状

　人権擁護委員を１２年４ヶ月務められ、昨年
１１月に退任された林　秀峰さん（西３区）に
法務大臣から感謝状が贈られました。
　伝達式は１月１２日、阿蘇市役所で行われ、
熊本地方法務局阿蘇大津支局長が「永きにわた
り市民の人権擁護に努められ、ありがとうござ
いました。」と感謝状を伝達。佐藤市長からも
氏の尽力を称え、感謝の言葉が贈られました。
※ 写真左から、支局長、林さん、市長

キャベツメンチカツが、ＮＨＫの料理番組で大賞！
 波野高原やすらぎ交流館「波野高原のキャベツ入りメンチカツ」

● 旬菜家庭料理レストラン　波野の旬の食材を用いた家庭料理のランチをテーマとしたレストラン。
 　お母さんたちの自慢の手料理が振る舞われます。毎月第二日曜日の12～13時にオープンし、限定
　 30食の予約制、料金は1,000円です。　☎２３－０５５５（やすらぎ交流館）
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します
まちのまちの
話　題話　題
まちのまちの
話　題話　題

スポーツ・文化面などで活躍した人、
表彰を受けた人を紹介します。輝く人たち !輝く人たち !輝く人たち !

書
道
文
化
の
普
及
発
展
に
尽
力

井
田
峰
月
氏
に
市
か
ら
感
謝
状

　

抱
月
書
道
会
会
長
で
書
道
家
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
一
の
宮
町
手
野

出
身
の
井
田
峰
月
さ
ん
（
本
名　

井

田
ミ
エ
さ
ん
、
86
歳
）
に
阿
蘇
市
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

井
田
さ
ん
は
、
旧
山
田
国
民
学
校

（
現
・
市
立
山
田
小
学
校
）
等
で
教
職

に
就
か
れ
た
後
、
数
々
の
書
道
展
に

作
品
を
出
展
さ
れ
、
毎
日
書
道
展
毎

日
賞
を
は
じ
め
数
多
く
の
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
身
の
創
作
活
動

の
傍
ら
抱
月
書
道
会
を
主
宰
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
書
道
教
室
を
市
内
で
毎

年
開
催
す
る
な
ど
後
進
育
成
に
尽
力

さ
れ
、
市
役
所
を
は
じ
め
市
内
外
の

施
設
に
作
品
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
書
道
文
化
普
及
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

今
回
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

「
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
」
を
受
賞

高
柳
和
み
の
花
み
ち
の
会

　

社
会
奉
仕
や
環
境
美
化
な
ど
地
道
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
を
た

た
え
る
「
第
１
０
４
回
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
」

に
、波
野
の
「
高
柳
和
み
の
花
み
ち
の
会
」（
大

塚
國
勝
代
表
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
会
で
は
、

一
年
中
、
花
が
咲
く
通
り
を
つ
く
り
、
車
で
通

行
す
る
人
た
ち
や
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
は
11
人
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら

市
道
沿
い
の
美
化
や
花
植
え
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
２
k
m
に
も
及
ぶ
区
間
で
す
が
、「
無

理
せ
ず
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
き
た
」
と
い
う

皆
さ
ん
。
作
業
を
通
じ
地
域
の
つ
な
が
り
も
深

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

県
大
会
で
優
勝
し
全
国
大
会
出
場
へ

八
代
東
高
（
一
の
宮
中
出
身
）
の
森
本
千
代
子
さ
ん
、
大
塚
紫
央
里
さ
ん

　

３
月
18
日
か
ら
岐
阜
県

で
行
わ
れ
る
第
30
回
全
国

高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
、
八

代
東
高
の
森
本
千
代
子
さ

ん
（
２
年
）
と
、
大
塚
紫

央
里
さ
ん
（
１
年
）
が
出

場
し
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
県
大
会

に
お
い
て
、
決
勝
で
国
府
高

を
６
‐
０
で
破
り
、
全
国
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

森
本
さ
ん
は
フ
ァ
ー
ス
ト
、

大
塚
さ
ん
は
１
年
生
で
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
を
目
指
し
、
そ
れ

ぞ
れ
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
晴

れ
の
舞
台
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
！

熊
本
県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
を
菅
晃
生
さ
ん
が
受
賞

　

平
成
23
年
度
熊
本
県
農
林
水
産
業

功
労
者
の
表
彰
式
が
12
月
20
日
、
熊

本
県
庁
知
事
応
接
室
で
行
わ
れ
、
菅

晃
生
さ
ん
（
東
仲
町
）
が
永
年
に
わ

た
り
、
林
業
に
係
る
団
体
の
役
員
と

し
て
、
業
界
や
団
体
の
指
導
育
成
に

特
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
蒲
島

知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

菅
さ
ん
は
、
森
林
組
合
理
事
歴
任
中

に
、
森
林
組
合
の
基
盤
を
強
化
す
る

た
め
阿
蘇
管
内
に
お
け
る
組
合
合
併

に
尽
力
。
指
導
林
家
と
し
て
地
域
の

模
範
と
な
る
林
業
経
営
を
行
い
、
地

域
林
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
蘇
市
野
生
動
植
物
保
護

審
議
会
委
員
と
し
て
、
オ
オ
ル
リ
シ

ジ
ミ
・
サ
ク
ラ
ソ
ウ
・
ス
ズ
ラ
ン
等

１
動
物
11
植
物
の
希
少
動
植
物
保
護

指
定
に
貢
献
。

　

阿
蘇
森
林
組
合
副
組
合
長
在
任
中
は
、

林
業
経
営
者
の
視
点
か
ら
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
や
森
林
認
証
（
Ｓ
Ｇ

Ｅ
Ｃ
）
取
得
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
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食
生
活
改
善
に
尽
力

森
氏
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

老
人
会
「
湧
泉
会
」（
北
１
区
）

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
受
賞

　

多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
事
業

の
発
展
向
上
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

阿
蘇
市
食
生
活
推
進
員
協
議
会
会
長

の
森
紀
子
氏
（
南
宮
原
）
に
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、
昭
和
58
年
に
旧
阿
蘇
町

の
地
区
推
進
員
と
な
り
、
そ
の
後
平

成
９
年
に
旧
阿
蘇
町
食
生
活
協
議
会

副
会
長
に
就
任
。
平
成
12
年
か
ら
同

会
会
長
を
務
め
、
合
併
後
も
会
長
と
し

て
貢
献
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、
県
内
の
市
町
村
の

中
で
も
多
く
の
推
進
員
数
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、
福
祉
や
教

育
の
場
に
お
い
て
至
る
所
で
食
育
活

動
を
行
い
、ま
た
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ア
ソ
」

「
お
知
ら
せ
端
末
」
に
出
演
す
る
な
ど

斬
新
で
す
。
今
後
も
会
の
元
気
な
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
九
州
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
優
勝
！

阿
蘇
・
一
の
宮
合
同
チ
ー
ム

県
大
会
25
連
覇
で

春
高
バ
レ
ー
全
国
大
会
出
場
！

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
続
け
！

サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
に
出
場

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
22
回

全
九
州
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
県
予
選
（
新
人
戦
）
で
、阿
蘇
中
・

一
の
宮
中
合
同
チ
ー
ム
が
、
決
勝
で

西
原
・
高
森
合
同
チ
ー
ム
を
13
‐
０
の

大
差
で
勝
利
し
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
の
優
勝
は
４
年
ぶ
り
３

回
目
で
、
３
月
17
日
か
ら
大
分
県
竹

田
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
荒
牧

唯
さ
ん
（
一
の
宮
中
・
２
年
）、
飯
島

瑠
美
奈
さ
ん
（
同
・
２
年
）、
西
村
美
紅

さ
ん
（
阿
蘇
中
・
１
年
）、
渡
邉
瑞
貴

さ
ん
（
一
の
宮
中
・
１
年
）
は
、
県
選

抜
選
手
と
し
て
、
３
月
24
日
か
ら
八

代
市
で
開
催
さ
れ
る
、
第
８
回
都
道

府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

阿
蘇
市
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
大
変

レ
ベ
ル
が
高
く
、
今
後
の
活
躍
に
大
注
目

で
す
！
両
大
会
で
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
！

　

県
予
選
で
見
事
優
勝
し
、
１
月
５
日
に

開
催
さ
れ
た
全
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学

校
選
手
権
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）
に
、
信

愛
女
学
院
高
の
坂
東
可
菜
さ
ん
（
阿
蘇
北

中
出
身
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
一
回
戦
を
突
破
す
る
も
、
２
回

戦
で
今
大
会
準
優
勝
校
に
惜
し
く
も
敗
れ

　

一
の
宮
町
宮
地
（
北
１
区
）
で
組
織
す
る
老
人

会
「
湧
泉
会
」（
岩
永
德
雄
会
長
、
46
人
）
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
功

績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
贈
ら
れ
る
２
０
１
１
活
動
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
清
掃
や
植
栽
の
ほ

か
、
独
居
老
人
宅
へ
の
声
掛
け
、
子
ど
も
会
と
の

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
交
流
を
図
る
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
行
う
サ
ロ
ン
で
は
、
手
作
り
料
理
の
昼
食
会

を
開
き
、
会
員
の
融
和
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
永
会
長
は
「
こ
の
賞
は
会
員
一
人
ひ
と
り
の

力
で
い
た
だ
い
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動

を
充
実
さ
せ
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し
く
元
気

な
老
人
会
に
し
た
い
」
と
、
熱
い
思
い
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

現
在
２
年
生
の
坂
東
さ
ん
。
来
年
の
雪

辱
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
女
子
ユ
ー

ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
、
熊
本
の
女

子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム 　
　
　
　

熊
本
Ｆ
Ｃ
に
所
属
す
る
橘
木
友
理
恵
さ
ん

（
阿
蘇
北
中
出
身
）、島
津
冴
香
さ
ん（
同
）、

島
田
里
緒
菜
さ
ん
（
同
）、
工
藤
沙
亜
耶

さ
ん
（
一
の
宮
中
出
身
）
が
熊
本
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
惜
し
く
も
予
選
で
敗
退

し
ま
し
た
が
健
闘
し
ま
し
た
。 M

E
LSA

メ　
　

ル　
　

サ
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阿蘇インターネット光が
魅力的な価格で高速インターネットを提供します！
阿蘇インターネット光が
魅力的な価格で高速インターネットを提供します！

～阿蘇インターネット光利用料金　
２４年４月から月額４，６００円！～

光インターネットとは…
光ファイバー回線により大容量のデータが高
速で受発信ができるのが魅力。パソコンやイ
ンターネット対応テレビ等で動画を楽しみた
い方には最
適です。そ
の他の利用
も快適なス
ピードで行
えます。

現　　在 平成２４年４月から
月額５，５００円の方 ⇒ 月額４，６００円
月額４，６００円の方 ⇒ 月額４，６００円
新規加入の方 ⇒ 月額４，６００円

■今後の利用料金（スタンダードコース　接続５台以下）

【申込み・問い合わせ】　情報課　☎２２－３２５３　　　５５－３２５３　　　　

新規加入の
お得情報！
新規加入の方
お得情報！
新規加入の方へ
お得情報！！

    5,500円 → 4,600円    5,500円 → 4,600円    5,500円 → 4,600円

※ 今回の利用料金変更は、平成２４年４月からの運用を予定し事前にお知らせしているものです。

☆☆新規申し込みの方で新規申し込みの方で光ケーブルの引込み等光ケーブルの引込み等工事費用が発生工事費用が発生するする場合、２年間継続場合、２年間継続
　して加入すれば工事　して加入すれば工事費用は費用は無料！無料！
☆お知らせ端末が設置されている世帯は配線工事ができているため、お申込みから☆お知らせ端末が設置されている世帯は配線工事ができているため、お申込みから
　すぐに高速の光インターネットを開始できます。　すぐに高速の光インターネットを開始できます。

☆新規申し込みの方で光ケーブルの引込み等工事費用が発生する場合、２年間継続
　して加入すれば工事費用は無料！
☆お知らせ端末が設置されている世帯は配線工事ができているため、お申込みから
　すぐに高速の光インターネットを開始できます。

『体験会』へ来てください！
☆見て ! 触って ! 実感☆　光の体験会のお知らせ
　この機会にぜひ高速インターネットを存分にお楽しみください。
　２日間のうちご都合の良い時間にお越しいただけます。
　参加費は無料。
　全国でインターネットを利用した快適生活はグングンが伸び
　ています。阿蘇市の皆さんもぜひ一度ご体験ください。初心者
　の方も大歓迎 !お知らせ端末の使い方も説明します。

日時　３月１７日土 １０：００～１５：００　場所　農村環境改善センター（内牧）
日時　３月１８日日 １０：００～１５：００　場所　一の宮就業改善センター（宮地）

問い合わせ先　阿蘇テレワークセンター　☎ ２３－６００９

■阿蘇インターネット光ならではのサービス！
☆ 阿蘇テレワークセンター内に『サポートセン
　ター』を開設。土曜・日曜も休まず様々なト
　ラブルに対応します。インターネットやパソコ
　ンの使い方、操作がわからないなどの際も、
　お電話いただくと、初心者の方にもわかりや
　すくご説明します。（但し、お宅への訪問が
　必要な場合は出張料金がかかります。）
▶サポートセンター　
　開設時間：午前８時３０分から午後５時まで
　☎２３－６００９　お知らせ端末☎２３－６００９

　現在、阿蘇インターネット光は、昨年の開設以来、多
くの市民の方々にご利用いただいているところですが、
その利用料金を、４月から下表のとおり変更いたします。
　利用料金（スタンダードコース）は、月額５，５００
円で提供していますが、平成２４年４月からは月額
４，６００円での提供となります。
　また、平成２３年２月１８日までに加入した特例措置
（平成２４年３月分まで月額４，６００円）該当の方も
４月からもそのまま月額４，６００円でご利用になれ
ます。
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今
月
は
、
左
官
業
の
材
料
で
壁
画
を
描
く
「
左
官
ア

ト
」
を
生
み
出
し
た
若
宮
敬
二
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

南
黒
川
で
左
官
業
を
営
む
若
宮

敬
二
さ
ん
（
65
歳
）
が
、
セ

メ
ン
ト
や
壁
塗
り
材
料
で
、
コ
テ
を

使

て
描
く
壁
画
が
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

作
品
は
、
風
景
な
ど
の
セ
メ
ン
ト

画
の
ほ
か
、
阿
蘇
山
の
焼
き
石
に

似
せ
た
植
木
鉢
な
ど
も
製
作
。
絵

画
風
に

額
縁
に

入

た

画
は
立

体
感
が

あ
り
、

絵
画
と
は

違

た
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

若
宮
さ
ん
が
左
官
ア

ト
を
始
め

た
の
は
３
年
前
。
不
況
で
仕
事
が
減

り
、
余

た
材
料
で
何
か
で
き
な
い

か
と
、
壁
に
絵
を
描
い
て
み
た
こ
と

か
ら
。
白
壁
に
描
い
た
阿
蘇
五
岳
の

セ
メ
ン
ト
画
は
、
道
行
く
人
た
ち
の

目
を
引
き
好
評
。
「
左
官
に
は
こ
う

し
た
仕
事
も
で
き
る
」
と
画
を
続
け

る
こ
と
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
左
官

業
の
技
術
を
活
か
し
た
こ
の
取
り
組

み
は
、
こ
の
ほ
ど
商
工
会
推
薦
の
熊

本
県
経
営
革
新
計
画
に
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

セ
メ
ン
ト
画
は
非
常
に
珍
し
い

こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空

間
博
物
館
が
行
う
「
阿
蘇
市
を
さ
る

こ
う
」
の
コ

ス
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
、
参
加
者
な
ど
が
よ
く
立
ち
寄
り

ま
す
。
そ
の
際
、
若
宮
さ
ん
は
ま

ず
、
不
況
に
苦
し
む
中
、
前
向
き
な

発
想
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
説
明

さ
れ
、
セ
メ
ン
ト
は
一
度
塗

た
ら

消
せ
な
い
の
で
一
発
勝
負
で
描
く
難

し
さ
、
完
成
後
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。
外
国
人
の
方
に
も
人
気
で

体
験
コ

ナ

も
最
近
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

「
阿
蘇
に
来
て
、
自
然
観
光
に
プ

ラ
ス
し
て
、
珍
し
い
こ
と
に
も
触
れ

て
帰

て
も
ら
い
た
い
。
阿
蘇
観
光

が
よ
り
印
象
深
い
も
の
に
な
れ
ば
」

と
若
宮
さ
ん
。
阿
蘇
の
す
ば
ら
し
い

風
景
が
、
今
後
も
左
官
の
技
で
生
み

出
さ
れ
ま
す
。

▲左官で使うコテを器用に動かし、
　下書きなしで描いていかれます。
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市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation

小型特殊自動車のナンバー登録はお済ですか？

《問い合わせ》　税務課 市民税係　☎２２－３１４８　　　５５‐３１４８

農
場
、
工
場
、
工
事
現
場

等
に
お
い
て
の
み
使
用

さ
れ
、
道
路
に
お
い
て
運
行
の

用
に
供
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
軽
自
動
車
税
の
ナ
ン

バ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

　

税
務
課
で
は
、
軽
自
動
車
税

の
適
正
な
賦
課
徴
収
を
図
る
た

○ 乗用装置を有し、次に該当する小型特殊自動車は、
　軽自動車税のナンバー登録が必要です。

構造及び原動機 最高速度及び大きさ 年税額

農耕トラクタ、農業用薬剤散
布車、刈取脱穀作業車、田植
機等

最高速度35km/h未満のもの 1,600円

フォークリフト、ショベル
ローダ、タイヤローラ、ロー
ドローラ、グレーダ、ロード
スタビライザ、林内作業車、
草刈作業車等

長さ4.70m以下、幅1.70m以
下、高さ2.80m以下に該当する
もののうち、最高速度15km/h
以下のもの

4,700円

・ 軽自動車税は、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の
小型自動車（以下「軽自動車等」という。）の所有者に対し、軽自動車
等の主たる定置場（駐車場）所在の市町村が課税します。

・ 軽自動車等の所有者は、阿蘇市税条例第87条に基づき、軽自動車等の所
有者となった日から15日以内にナンバー登録の手続きをしなければなり
ません。

・ お手続きの際は、印鑑、販売（又は譲渡）証明書をお持ちのうえ、税務
課又は各支所窓口までお越しください。

・ 正当な理由がなくてナンバー登録の手続きをしなかった場合は、10万円
以下の過料に処されることがあります。

所

円

　　　　　

め
、
阿
蘇
市
内
全
域
に
お
い

て
、
未
登
録
車
両
の
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
付
い
て
い
な
い
小
型
特
殊

自
動
車
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

外国人住民の住民基本台帳制度がスタート 住民基本台帳法の一
部を改正する法律により、外
国人住民にも住民票が作成される

ことになりました。
これにより、外国人住民の方々の利便
性の向上や市町村などの行政の合理化
を図ることができるようになります。
この法律が施行されるのは平成２４
年7月9日月です。同時に外国人登

録法は廃止になります。

日本人と外国人とで構成される世帯
全員が記載された証明書（住民票の
写しなど）が発行可能になります。

在留資格や在留期間の変更につい
て、従来、地方入国管理局と市町村
の両方に必要だった届出が地方入国
管理局のみへの届出で済みます。

○この記事へのお問い合わせ　　外国人在留総合インフォメーションセンター（平日8：30～17：15）
☎０５７０‐０１３９０４（IP電話・PHS・海外からは☎０３‐５７９６‐７１１２）

○住民基本台帳法における転入・転出・転居届については　市民環境課　戸籍年金係　☎２２‐３１３５
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市からのお知らせ

※ 

保
険
料
は
一
定
期
間
を
ま
と
め

て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
割

引
が
あ
り
、
と
っ
て
も
お
得
で

す
！
ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る

前
納
を
利
用
す
る
と
割
引
が
さ

ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。
（
割

引
金
額
は
各
年
度
の
保
険
料
額

に
合
わ
せ
て
変
更
さ
せ
て
い
ま
す
。
）

● 

そ
の
他　

す
で
に
口
座
振
替
で

前
納
さ
れ
て
い
る
方
（
引
き
続

き
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る

方
）
は
、
毎
年
お
申
し
込
み
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

 　

そ
の
他
詳

し
い
内
容
に

つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ

は
阿
蘇
市
役

所
市
民
環
境

課
又
は
熊
本

東
年
金
事

務
所
（
☎

０
９
６
‐

３
６
７
‐

２
５
０
３
）

ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
便
利
で
簡
単
、
安
心

の
「
口
座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

● 
申
込
方
法　

口
座
振
替
申
出
書

に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押
印

（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、

所
轄
の
年
金
事
務
所
（
熊
本
東

年
金
事
務
所
）
に
持
参
又
は
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融

機
関
窓
口
に
ご
提
出
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
。

● 

申
出
書　

口
座
振
替
申
出
書
は

市
役
所
及
び
各
支
所
、
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
、
所
轄
の
年
金

事
務
所
（
熊
本
東
年
金
事
務

所
）
等
に
備
え
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

● 

申
込
期
限　

前
納
の
お
申
し
込

み
は
・
・
・

① 

１
年
度
分
及
び
上
期
６
ヶ
月
分

（
４
月
分
〜
９
月
分
）
は
２
月

末
ま
で

② 

下
期
６
ヶ
月
分
（
10
月
分
〜
翌

年
３
月
分
）
は
８
月
末
ま
で

※ 

年
金
事
務
所
必
着
と
な
る
よ
う

に
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※ 

平
成
24
年
度
分
か
ら
１
年
前
納

ご
希
望
の
場
合
、
２
月
末
ま
で

に
お
申
し
込
み
お
願
い
し
ま
す
。

infoinformationmationinfoinformationmation
国民年金保険料の納付は「口座振替」が

“便利”で“お得”です！

必
要
は
あ
り
ま
せ

詳におせ役境本事☎い

安心　自動引き落としで納め忘れの心配がありません！
簡単　一度の手続きでＯＫ。手数料もかかりません！
便利　金融機関に行く手間と時間が省けます！

《問い合わせ》　市民環境課 戸籍年金係　☎２２－３１３５　　　５５‐３１３５　　　　　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
が
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
10
期
分
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
税
が
全
て
納
付
さ
れ
て

い
る
世
帯
を
対
象
に
、
４
月

か
ら
ご
使
用
に
な
る
更
新
さ

れ
た
保
険
証
を
３
月
末
に
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
24
年
３
月
１
日
以
降

に
納
付
さ
れ
た
世
帯
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
庁
健
康
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
で
納

付
確
認
後
の
交
付
と
な
り
ま

す
の
で
領
収
書
を
ご
持
参
下

さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
の
納

付
が
困
難
な
場
合
、
市
役
所

で
は
随
時
納
税
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
下
さ
い
。
（
す
で
に

納
税
相
談
を
さ
れ
て
お
り
、

計
画
通
り
に
納
付
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

来
通
り
納
付
後
に
短
期
保
険

証
を
市
役
所
ま
た
は
各
支
所

窓
口
で
交
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
）

infoinformationmationinfoinformationmation

国民健康保険被保険者証（保険証）が更新されます

《問い合わせ》　健康福祉課 国民健康保険係　☎２２－３１６７　　　５７‐３１６７　　　　　　　

●
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
が

「
１
割
」
の
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
は
引

き
続
き
「
１
割
」
に
据
え
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
た
だ
し
、
23
年
分
の
収
入
が

基
準
額
を
超
え
た
場
合
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
）

　

新
た
な
高
齢
受
給
者
証
は
３

月
末
に
保
険
証
と
一
緒
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。

※ 

医
療
機
関
等
に
か
か
る
場
合

は
必
ず
保
険
証
と
高
齢
受
給

者
証
を
一
緒
に
窓
口
へ
提
示

し
て
下
さ
い
。

平成23年度国民健康保険税第10期
の納期限（2月29日）が近づいてい
ます！！保険税の納め忘れはありま
せんか？納税期限の遵守にご協力お
願いします。
納税相談のお問い合わせは税務課 
収税係（☎２２‐３１４８）まで。



阿蘇市読書感想文コンクール阿蘇市読書感想文コンクール
　阿蘇市読書感想文コンクールは、情操、
探究心、知識の向上など大きく人生の支え
となる読書の推進のため、市が毎年行って
いるもので、市内ほとんどの小・中学校の
児童生徒が参加しています。また、高校
生・一般の部においても、募集により多く
の作品が寄せらせました。
　本年度、見事「市長賞」に輝いた３作品
をご紹介します。

平成２３年度

豚
ト
ン
ト
ン
の
一
生
を
読
ん
で

阿
蘇
西
小
学
校
　

六
年
　

鶴
本
　

歩
美

　

私
は
、
豚
肉
が
大
好
き
で
す
。
ご
飯
の
お
か
ず
に

も
、
よ
く
出
て
き
ま
す
。
こ
の
前
も
、
家
族
で
ト
ン
カ

ツ
を
食
べ
ま
し
た
。
す
ご
く
お
い
し
か

た
で
す
。

　

こ
の
本
の
表
紙
に
は
、
「
豚
ト
ン
ト
ン
の
一
生
」
と

い
う
題
名
の
他
に
、
「
生
ま
れ
て
、
育

て
、
そ
し
て

食
べ
ら
れ
る
ま
で
」
と
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は

そ
れ
を
見
て
、
私
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
食
べ
て
い
る

豚
肉
が
、
も
と
は
生
き
て
い
る
豚
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
当
た

り
前
の
こ
と
だ
け
ど
、
普
段
は
、
全
然
考
え
て
も
、
気

に
も
し
て
い
な
い
こ
と
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
本
を

読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
主
人
公
の
ト
ン
ト
ン
が
生
ま
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
成
長
の
様
子
を
、
ナ
レ

タ

み
た
い
に
読
者
に
語
り
か
け
る
形
で
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
表
現
の
仕
方
が
、
友
だ
ち
と
話
す
み
た
い
に
書
い

て
あ
り
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く
、
す
ら
す
ら
と
読
め
ま

し
た
。
ま
た
、
子
豚
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
人
が
世
話
を

す
る
様
子
や
、
子
豚
の
気
持
ち
な
ど
が
く
わ
し
く
書
い

て
あ

た
の
で
、
初
め
て
知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
子
豚
は
、
半
年
で
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
に

な
る
こ
と
に
び

く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昔
は
、

残
飯
を
え
さ
と
し
て
あ
げ
て
い
た
け
ど
、
残
飯
に
混

ざ

て
い
た
ビ
ニ

ル
ゴ
ミ
な
ど
を
豚
が
食
べ
て
死
ん

で
し
ま
い
、
今
は
、
豚
用
の
え
さ
を
成
長
に
あ
わ
せ
て

あ
げ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
子
豚
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
歯
が
生
え
て
い

て
、
母
豚
の
お

ぱ
い
に
か
み
つ
く
の
で
、
生
ま
れ
て

す
ぐ
に
歯
を
切
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
子
豚
同
士
で

し

ぽ
に
か
み
つ
く
の
で
、
し

ぽ
も
切
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
歯
や
し

ぽ
を
切
ら
れ
て
し

ま
う
な
ん
て
、
痛
そ
う
で
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
か
ま
れ
て
け
が
を
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
ば

い
菌
が
入

て
病
気
に
な

て
し
ま
う
の
で
、
仕
方
が

な
い
の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
始
め
て
知

た
こ
と
の
中
で
一
番
心
に
残

た

こ
と
は
、
豚
は
生
ま
れ
て
少
し
し
た
ら
、
成
長
に
よ

て
種
豚
と
肉
豚
に
わ
け
ら
れ
、
肉
豚
は
去
勢
を
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ト
ン
ト
ン
も
、
種
豚
に
す
る
か
肉
豚
に
す
る
か
考
え

ら
れ
て
、
も
も
が
少
し
細
い
と
い
う
理
由
で
肉
豚
に
な

り
、
去
勢
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
に

自
分
の
運
命
が
決
ま

て
し
ま
う
な
ん
て
、
き
び
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
に
、
場
長
さ
ん
が
、
「
家
ち
く
も
ペ

ト

も
、
人
間
の
事
情
で
去
勢
さ
れ
る
。
」
と
つ
ぶ
や
い
た

の
で
、
本
当
は
、
み
ん
な
自
然
の
ま
ま
に
育
て
た
い
と

豚トントンの一生
本山ちさと 作、海苑社
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思

て
い
る
ん
じ

な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
場
長

さ
ん
た
ち
も
、
悲
し
い
気
持
ち
を
も

て
仕
事
を
し
て

る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
五
年
生
の
時
に
学
校

で
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
の
た
め
の
ア
イ
ガ
モ
を
育
て
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ア
イ
ガ
モ
の
ひ
な
が
来
た
と

き
は
、
と
て
も
か
わ
い
か

た
で
す
。
二
十
羽
の
ひ
な

た
ち
の
世
話
を
す
る
の
は
、
と
て
も
大
変
だ

た
け

ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
で

も
、
一
羽
の
ひ
な
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
ち

ん

と
世
話
を
す
れ
ば
よ
か

た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
四
羽
の
ア
イ
ガ
モ
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
す

ご
く
悲
し
く
て
、
生
き
物
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
か
に
大
変
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

で
も
、
ア
イ
ガ
モ
た
ち
が
大
き
く
成
長
し
て
い
く
の
を

見
る
と
、
す
ご
く
う
れ
し
か

た
で
す
。

　

し
か
し
、
ひ
な
の
時
か
ら
育
て
て
き
た
ア
イ
ガ
モ
を

し
め
る
日
が
き
た
と
き
は
、
と
て
も
悲
し
か

た
で

す
。
本
当
は
、
カ
モ
し
め
を
す
る
の
が
、
と
て
も
い
や

で
し
た
。
で
も
、
カ
モ
し
め
の
お
世
話
を
し
て
く
だ

さ

た
五
嶋
さ
ん
が
、
「
最
後
に
、
肉
に
し
て
食
べ

て
や
ら
な
ん
。
」
と
話
さ
れ
た
の
を
聞
い
て
、
心
の
中

で
、
「
あ
り
が
と
う
。
さ
よ
う
な
ら
。
」
と
言

て
食

べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
豚
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
か

た
け
れ

ど
、
豚
は
、
人
と
同
じ
よ
う
に
兄
弟
と
遊
ぶ
の
が
好
き

だ

た
り
、
ト
イ
レ
の
場
所
を
覚
え
た
り
、
日
焼
け
を

し
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
を
知

て
、
か
わ
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
場
長
さ
ん
た
ち
も
、
か
わ
い
い
と

思

て
育
て
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、
ト
ン
ト
ン
の
命
を
い
た
だ

く
日
は
、
つ
ら
か

た
と
思
い
ま
す
。

　

場
長
さ
ん
が
、
「
涙
で
は
な
く
、
感
謝
だ
。
」
と

言

た
の
が
、
五
嶋
さ
ん
と
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
命
を
育
て
て
い
る
人
は
、
命
の
大
切
さ
を
本
当
に

知

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と

に
、
も

と
感
謝
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
生
き
物
は
、
他
の
生
き
物
の
命
を
も
ら

て
生

き
て
い
ま
す
。
そ
う
や

て
、
ず

と
大
昔
か
ら
、
命

は
つ
な
が

て
い
ま
す
。
ト
ン
ト
ン
の
命
も
、
私
た
ち

は
も
ら

て
生
き
て
い
ま
す
。
ト
ン
ト
ン
だ
け
で
な

く
、
他
の
た
く
さ
ん
の
生
き
物
の
命
を
も
ら

て
生
き

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

「
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
」

と
い
う
言
葉
に
、
も

と
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て

言

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
命
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
戦
場
か
ら
生
き
の
び
て
」
を
読
ん
で

阿
蘇
北
中
学
校
　

三
年
　

小
糸
　

咲
月

　

私
は
今
ま
で
、
戦
争
は
過
去
の
も
の
だ
と
ず

と

思

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
、
こ
の
平
和
で
豊
か
な

日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
人
達
な
ら
、
誰
で
も
思
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
世
界
中
に
は
今
な
お
戦
争
の

中
を
生
き
て
い
る
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
本

の
著
者
で
あ
る
イ
シ
メ

ル
・
ベ
ア
さ
ん
が
そ
の
一
人

で
す
。
彼
は
十
二
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
激
し
い
内
戦
を

闘

た
少
年
兵
で
し
た
。
こ
の
本
に
は
少
年
兵
士
が
、

た
く
さ
ん
の
人
の
優
し
さ
で
立
ち
直

て
い
く
よ
う
す

が
彼
自
身
の
手
に
よ

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
三
年
一
月
。
こ
の
日
か
ら
、
彼
の
人
生
は
変

わ
り
始
め
ま
す
。
彼
の
住
む
所
に
も
戦
争
が
や

て
来

た
の
で
す
。
イ
シ
メ

ル
さ
ん
は
、
家
族
と
離
れ
離
れ

に
な

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
彼
の
戦
火

か
ら
逃
れ
る
た
め
に
逃
げ
ま
ど
う
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
食
べ
物
が
無
く
、
お
金
は
無
用
の
長
物
と
化
し
ま

し
た
。
村
か
ら
村
へ
渡
り
歩
く
日
々
が
続
き
ま
す
。
森

で
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
孤
独
と
の
戦

い
で
し
た
。
け
れ
ど
、
イ
シ
メ

ル
さ
ん
に
一
筋
の
希

戦場から生きのびて
イシメール・ベア 著、
河出書房新社

平成23年度 阿蘇市読書感想文コンクール「市長賞」受賞作品紹介

広報 あそ 2012.0219



広報 あそ 2012.02 20

こ
こ

食
卓
か
ら
始
ま
る
生
教
育

江
藤
　

裕
子
（
社
会
人
）

　

今
年
の
夏
、
職
場
の
研
修
会
で
こ
の
本
と
出
会
い
ま

し
た
。
大
き
な
ス
ク
リ

ン
に
写
し
だ
さ
れ
た
一
つ
一

望
が
う
ま
れ
ま
す
。
彼
の
家
族
を
見
か
け
た
と
い
う
人

に
出
会

た
の
で
す
。
喜
び
に
満
ち
た
気
持
ち
で
丘
を

お
り
ま
し
た
。
家
族
は
こ
の
先
の
村
に
い
る
の
で
す
。

そ
の
と
き
で
し
た
。
銃
声
が
鳴
り
響
い
た
の
で
す
。
家

族
の
い
る
村
が
襲
撃
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
そ
し
て
彼

の
家
族
の
命
を
奪

た
反
乱
軍
に
対
す
る
憎
し
み
は
彼

が
少
年
兵
士
に
な
る
道
を
つ
く

て
し
ま
う
の
で
し

た
。

　

彼
の
戦
争
は
私
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
て
い
ま
し

た
。
家
族
を
殺
し
た
反
乱
軍
へ
の
憎
し
み
や
怒
り
に

よ

て
彼
は
多
く
の
人
間
を
殺
し
ま
し
た
。
と
て
も
私

と
同
じ
歳
く
ら
い
の
子
供
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
生
き
延
び
る
た
め
の
食
べ
物
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
は
軍
隊
に
入
る
し
か
な
か

た
の
で
す
。
家
族
の

死
の
報
復
の
た
め
、
生
き
延
び
る
た
め
、
軍
隊
に
入

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ん
て
本
当
に
辛
く
て
悲
し
い

し
、
人
を
殺
し
た
過
去
を
ま
だ
子
供
な
の
に
、
こ
れ
か

ら
一
生
背
負

て
生
き
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
く

て
、
本
当
に
苦
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
ぼ
く
の
現
実
は
い
つ
も
『
殺
す
か
殺
さ
れ
る
』
か

だ

た
」

　

こ
の
短
い
文
章
だ
け
で
戦
争
の
激
し
さ
が
伝
わ

て

き
ま
す
。
戦
場
で
、
彼
は
友
を
失
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
人
を
殺
す
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
も
、
罪
の
意
識
も

失

て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
達
は
反
乱
軍
と
は
違

う
、
わ
け
も
な
く
や
た
ら
と
人
殺
し
を
す
る
あ
の
人
間

の
ク
ズ
ど
も
と
は
違
う
の
だ
。
自
分
の
や

て
い
る
こ

と
は
正
し
い
、
彼
は
そ
う
思

て
い
ま
し
た
。
戦
争
は

人
の
心
ま
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
最
後
ま
で
自
分
の

し
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
と
思
い
な
が
ら
戦
い
続
け
ま

す
。
で
も
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

た
だ
殺
し
合
い
を
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
し
て
、
悲

し
い
こ
と
は
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
血
が
流
れ
て
も
、

勝
利
し
て
し
ま
え
ば
、
ま
た
新
た
な
欲
が
う
ま
れ
、
ま

た
戦
争
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
の
心
は

戦
争
に
よ

て
変
わ
り
、
人
を
信
じ
る
こ
と
や
、
お
互

い
を
思
い
や
れ
る
余
裕
を
失

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
彼
に
も
、
人
生
を
変
え
る
チ

ン
ス
が
訪
れ

ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
セ
ン
タ

へ
行
く
こ

と
に
な

た
の
で
す
。
初
め
の
こ
ろ
は
、
反
乱
軍
の
兵

士
に
出
会
い
乱
闘
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
看
護
師
の
エ
ス
タ

さ
ん
に
心
を
許
し
始
め
、
や

が
て
彼
は
人
間
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
彼
は
伯
父
さ
ん
の
家
族
に
な
り
、
社
会
復

帰
を
果
た
し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
今
の
世
界
の
現
実
を
知
り

ま
し
た
。
イ
シ
メ

ル
さ
ん
は
、
普
通
の
男
の
子
で
し

た
。
戦
争
は
突
然
訪
れ
、
彼
の
家
族
や
友
達
を
奪
い
、

彼
の
心
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。
私
は
、
世
界

で
起
き
て
い
る
戦
争
が
、
こ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
の
体
験
を
知

て
、
戦
争
は
人

の
命
を
奪
い
、
生
き
残

た
人
に
も
一
生
消
え
な
い
心

の
傷
を
残
す
ん
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
彼
が
少
年
兵
に

な

た
こ
と
は
間
違
い
だ

た
と
思
う
け
ど
、
周
り
に

そ
れ
を
止
め
て
く
れ
る
人
も
い
な
く
て
、
生
き
る
た
め

に
は
そ
う
す
る
し
か
な
か

た
の
で
す
。
で
も
、
人
を

殺
す
こ
と
や
傷
つ
け
る
こ
と
が
間
違
い
だ
と
分
か

て

い
て
も
、
彼
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な

に
普
通
の
子
供
で
あ

て
も
、
銃
を
握

て
平
気
で
人

を
殺
す
よ
う
に
な

て
し
ま
う
、
そ
れ
が
戦
争
の
一
番

怖
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
は
、
他
の
国
よ

り
も
戦
争
の
悲
惨
さ
を
よ
く
知

て
い
る
国
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
年
様
々
な
戦
争
に
関
す
る
番
組
が
あ

て
い

る
し
本
も
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
中
に
は
少
し
怖
い

内
容
も
あ
る
け
ど
、
見
る
べ
き
だ
と
お
も
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
真
実
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
平
和
の
あ
り
が
た

み
に
気
づ
け
な
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
が
、
イ
シ
メ

ル
さ
ん
の
よ
う
な
少
年
兵
士
へ
の
理

解
を
深
め
て
い

て
ほ
し
い
で
す
。
日
本
の
平
和
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
が
平
和
に
な
る
の
が
一
番
の
望
み
で

す
。
私
は
こ
の
本
に
よ

て
、
も

と
世
界
に
つ
い
て

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
か
ら
も

と
、
世
界
の
戦
争
や
日
本
の
戦
争
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ここ―食卓から始まる生教育
内田 美智子、佐藤 剛史 著、
西日本新聞社
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つ
の
言
葉
に
は
、
と
て
も
深
い
意
味
が
あ
り
、
大
人
へ

の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
気

付
け
ば
会
場
に
い
る
ほ
と
ん
ど
の
人
が
涙
を
流
し
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
釘
付
け
で
し
た
。
そ
の
中
は
子
を
持
つ
親

の
方
が
多
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
〝
生
教
育
〞
こ

れ
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も
一
緒
に
考
え
、

見
つ
め
な
お
し
て
い
く
大
事
な
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。

性
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
え
ば
、
生
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
性
教
育
は
生
教
育
で
す
。
生
を
大
切
に
す
れ
ば
、

食
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ

と
、
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
は

学
校
で
は
な
く
、
家
庭
の
食
卓
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
家
庭
の
食
卓
は
ま
さ
に
人
間
の
始
ま
り
で
あ
り
、

一
番
大
切
な
教
育
の
場
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
「
性
」

「
生
」
「
食
」
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

「
性
」
こ
れ
は
命
の
重
さ
を
知
る
大
切
な
教
育
で

す
。
人
は
皆
、
性
か
ら
命
を
い
た
だ
き
、
こ
の
世
に
生

を
受
け
ま
す
。
母
親
が
自
分
の
命
を
掛
け
、
愛
お
し
い

我
が
子
を
こ
の
世
に
誕
生
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
大
事
に

さ
れ
た
性
を
受
け
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
は
と
て

も
あ
た
た
か
く
、
み
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
性
は
あ
た
た
か
な
感
動
と
喜
び
を
体

感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
時
に
反
面
で
は
冷

た
く
悲
し
い
現
実
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
思
い
や
感
情
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

「
性
」
を
ど
う
か
自
分
を
守
っ
て
い
く
こ
と
と
同
じ
く

ら
い
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
生
」
こ
れ
は
一
人
で
は
成
り
立
つ
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
人
と
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
を
通
し
、
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
大
切
な
教
育
で
す
。
い
ろ
ん

な
人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
初
め
て
自
分

の
感
情
や
思
い
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

と
合
う
人
、
合
わ
な
い
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
人
生
は
楽

し
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
「
生
」
の
原
点
は
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
愛
だ
と
思
い
ま
す
。
乳
児
に
は
肌
を
離

さ
な
い
で
、
幼
児
に
は
手
を
離
さ
な
い
で
、
小
学
生
に

は
目
を
離
さ
な
い
で
、
思
春
期
の
子
ど
も
に
は
心
を
離

さ
な
い
で
、
大
人
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
を
見
守
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
食
」
こ
れ
は
性
か
ら
生
へ
、
生
か
ら
食
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
大
切
な
教
育
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
愛
を

知
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
食
事
は
何
を
与
え
る
か
だ
け

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
与
え
る
か
が
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
家
庭
の
食
卓
が
子
ど
も
の
身
体
と
心
を

育
て
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
を
ど
う
で
も
よ
く
し
て
し
ま

う
と
、
生
き
る
こ
と
を
ど
う
で
も
よ
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
食
の
行
動
は
生
き
て
い
く
こ
と
と
連
鎖
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
体
の
空
腹
も
心
の
空
腹
も
家
庭
の
あ
た

た
か
な
食
卓
に
満
た
す
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
愛

は
口
か
ら
入
っ
て
い
き
ま
す
。
「
食
」
の
素
晴
ら
し
さ

を
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に

愛
を
食
べ
て
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
読
み
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
な
お
し

ま
し
た
。
私
に
は
二
才
の
息
子
が
い
ま
す
。
し
か
し
事

情
が
あ
り
、
父
親
と
は
離
れ
ば
な
れ
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
さ
み
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
楽
し

い
思
い
を
さ
せ
よ
う
と
毎
日
必
死
で
し
た
。
で
も
こ
の

本
を
読
み
、
一
番
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
、
愛
の
あ
る
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食

べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
笑
顔
や
安

心
感
、
当
た
り
前
に
と
っ
て
い
た
食
事
を
一
か
ら
考
え

な
お
し
て
み
る
と
、
自
然
と
今
ま
で
以
上
に
息
子
の
笑

顔
が
増
え
、
家
族
の
会
話
も
増
え
ま
し
た
。
同
時
に
、

誰
か
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
幸
せ
を
も
自
分
自
身
感

じ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
自
分
が
こ
う
し
て
元

気
に
過
ご
せ
る
の
も
家
族
の
愛
、
ま
わ
り
の
協
力
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
風
に
考
え
ら
れ
る
っ

て
本
当
に
幸
せ
で
す
。
私
の
仕
事
は
給
食
を
作
る
こ
と

で
す
。
明
日
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑

顔
の
た
め
に
最
高
の
職
場
の
方
々
と
、
お
い
し
い
給
食

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

平成23年度 阿蘇市読書感想文コンクール「市長賞」受賞作品紹介

〈
審
査
員
講
評
〉

　

市
長
賞
の
三
点
は
、
審
査
委
員
全
員
が
高
く
評
価

し
た
作
品
で
、
い
ず
れ
も
〝
命
〞
や
〝
生
き
る
〞
と

い
う
こ
と
に
真
摯
に
向
か
い
合
っ
た
、
素
晴
ら
し
い

感
想
文
で
す
。
他
の
作
品
も
全
て
文
集
に
し
て
発
行

し
ま
し
た
の
で
、
図
書
館
で
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
読
書
感
想
文
を
読
ん
で
、
私
も
書
い
て
み
よ

う
、
応
募
し
て
み
よ
う
と
行
動
に
移
さ
れ
る
方
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

審
査
委
員
長　

中
川 

實

　
　
　
　
　
　

委
員　

田
尻 

明
子
・
西
村 

正
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本 

誠
一
・
石
本 

明
史



広報 あそ 2012.02 22

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号お　

知　

ら　

せ

市役所のホームページ
パ ソコンから　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/
携 帯電話から　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶ https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶ https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　 http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

本庁(総務課)       ☎22-3111 お55・56
内牧支所　　　　☎32-1111 お55～58
波野支所　　　　☎24-2001 お24
（水道分室)　　  ☎24-2003 お24
財政課　　　　　☎22-3204
企画振興課　　　☎22-3169
情報課　　　　　☎22-3253 お55
税務課　　　　　☎22-3148 お55・56
（地籍調査係）　☎22-3264
市民環境課　　　☎22-3135 お55
人権啓発課　　　☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所)☎22-3167 お55～57
保健センター　　☎22-5088 お55・56
高齢者支援課　　☎22-3145 お55・56
農政課　　　　　☎22-3274
商工観光課　　　☎22-3174
建設課　　　　　☎22-3187
下水道課　　　　☎32-3200 お32・55
会計課　　　　　☎22-3284
議会事務局　　　☎22-3279
水道課　　　　　☎22-3196
教育課　　　　　☎22-3229 お55
監査委員事務局　☎22-3240
農業委員会事務局☎22-3254
選挙管理委員会事務局☎22-3239

お・・・お知らせ端末の電話番号
　　　　市内局番＋下４ケタ(同番号)

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開
催
当
日

は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

　

熊
本
市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
の

政
令
指
定
都
市
移
行
を
記
念
し
て
、

２
月
19
日
日
に
「
第
１
回
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
通
過

時
刻
に
あ
わ
せ
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
熊
本
市
内
各

所
に
て
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

２
月
19
日
日　

● 

問
い
合
わ
せ　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
２
３
７
３

　

平
成
24
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
加
入
受
付
が
３
月
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
の
で
、
万
一
の
ケ
ガ
に
備
え

て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
の

方
々
で
加
入
で
き
、
活
動
中
お
よ
び

往
復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。
保

険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任

保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
あ

り
ま
す
。
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
年
額
８
０
０
円
〜
、
高
校
生

以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は
、
活
動
内

容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
・
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
９
０
１
５

森
林
所
有
者
の
皆
様
へ

〜
補
助
金
を
活
用
し
た

　
　

森
林
施
業
を
す
る
に
は

　
　

森
林
経
営
計
画
の
認
定
が

必
要
に
な
り
ま
す
〜

　

国
の
森
林
計
画
制
度
の
見
直
し
に

よ
っ
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
原
則

と
し
て
「
森
林
経
営
計
画
」
の
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
、
補
助
金
を
活
用

し
た
森
林
施
業
（
間
伐
な
ど
）
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
本
事
業
は
、
平

成
23
年
度
を
「
林
業
再
生
の
年
」
と

位
置
づ
け
て
策
定
さ
れ
た
、
新
し
い

森
林
・
林
業
施
策
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
関
係
施

策
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
森
林
経
営
計

画
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
速

や
か
な
森
林
経
営
計
画
の
作
成
・
認

定
が
必
要
と
な
り
、
森
林
所
有
者
個

人
で
経
営
計
画
を
作
成
（
１
０
０
ha

以
上
の
計
画
対
象
林
が
必
要
）
す
る

か
、
林
班
単
位
で
ま
と
ま
っ
て
経
営

計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

個
人
で
経
営
計
画
を
作
成
し
な
い

方
で
、
森
林
施
業
に
つ
い
て
補
助
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ　

▼ 

阿
蘇
森
林
組
合

　

☎
３
４
‐
０
２
２
５

　

☎
３
４
‐
０
３
３
５

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
創
生
阿
蘇

　

☎
２
２
‐
１
１
８
６

▼
阿
蘇
林
業

　

☎
３
２
‐
１
７
６
２

人の動き（H23.12.31現在)

人口 28,542 人 (前月から22 人　)
男 13,465 人 (前月から  9人　)
女 15,077 人 (前月から13人　)
世帯数 11,064 戸 (前月から17戸　)



　

阿
蘇
市
を
離
れ
た
方
や
阿
蘇
市
を

愛
す
る
方
へ
、
広
報
誌
を
有
料
で
配

送
す
る
サ

ビ
ス
を
行

て
い
ま

す
。
阿
蘇
市
の
近
況
や
情
報
を
知
り

た
い
と
い
う
方
へ
、
ぜ
ひ
「
広
報
ふ

る
さ
と
便
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

●
料
金
　

１
，
４
４
０
円
（
年
間
）

●
申
込
　

随
時

● 

問
い
合
わ
せ
　

市
情
報
課 

広
報

情
報
係
　

☎
２
２
‐
３
２
５
３

募
　

集

広
報
あ
そ
「
ふ
る
さ
と
便
」

申
込
者
募
集
！
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身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
へ

民
事
調
停
で
円
満
な
解
決
を

　

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
手
続
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
所
に
は
、
裁
判
の
ほ
か
に
、

裁
判
官
や
調
停
委
員
の
立
会
い
の
も

と
、
話
合
い
に
よ

て
、
ト
ラ
ブ
ル

を
円
満
に
解
決
す
る
「
民
事
調
停
」

と
い
う
手
続
が
あ
り
ま
す
。
民
事
調

停
は
、
裁
判
の
よ
う
に
厳
格
な
手
続

で
は
な
く
、
柔
軟
な
手
続
の
も
と
、

時
間
や
費
用
を
か
け
ず
に
、
ト
ラ
ブ

ル
を
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
事
調
停
に
は
、「
申
立

て
が
簡
単
」「
申
立
手
数
料
が
訴
訟

よ
り
も
低
額
」「
手
続
の
非
公
開
」「
裁

判
官
や
社
会
生
活
上
の
豊
富
な
知
識

経
験
を
有
す
る
調
停
委
員
の
関
与
」

「
合
意
を
記
載
し
た
調
書
等
に
は
執

行
力
が
あ
る
」
な
ど
の
利
点
も
あ
り

ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

阿
蘇
簡
易
裁
判
所

　

☎
２
２
‐
０
０
６
３

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ

ト
し
ま
す

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地

の
所
有
者
と
な

た
方
は
市
町
村
長

へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

● 

届
出
対
象
者
　

個
人
・
法
人
を
問

わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森

林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

● 

届
出
期
間
　

土
地
の
所
有
者
と

な

た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取

得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

　

市
農
政
課 

畜
産
林
業
係

☎
２
２
‐
３
２
７
４

軽
自
動
車
検
査
協
会

熊
本
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

は
、
熊
本
市
東
本
町
に
移
転
し
、
２

月
13
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
検
査
協

会
熊
本
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

●
移
転
先
　

熊
本
市
東
本
町
16
番
３

● 

問
い
合
わ
せ
　

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

　

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
９
７
９

阿
蘇
市
の
ホ

ム
ペ

ジ

で
は
、
広
報
誌
を
全
ペ

ジ

カ
ラ

で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
合
併
後
以
降
の
全
て

の
広
報
誌
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
カ
ラ
フ
ル
な
の
で
違

た
感
覚
で
誌
面
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、全
て
の
ペ

ジ（
一

部
を
除
く
）
を
一
括
で
ダ
ウ

ン
ロ

ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
今
、
急
速
に
普

及
し
て
い
る
ス
マ

ト
フ

ン
や
タ
ブ
レ

ト
端
末
を
利

用
し
て
ご
覧
に
な
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。



　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
、
第
24
回
熊
本
県
シ
ル

バ

ス
ポ

ツ
交
流
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
ス
ポ

ツ
愛
好
家
の
皆
様
、

奮

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　

５
月
10
日

22
日

※ 

競
技
種
目
の
詳
し
い
日
程
は
、
パ

ン
フ
レ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

と
こ
ろ
　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
（
他
４
会
場
）

● 

参
加
資
格
　

県
内
在
住
者
で
、
平

成
25
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以

上
の
方
（
昭
和
28
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

※ 

健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
参
加
費
　

　

個
人
競
技

１
人
５
０
０
円

　

団
体
競
技
種
目
に
よ
り
異
な
る
。

● 

募
集
人
員
　

▼
熊
本
校
１
０
０
名

▼
八
代
校
80
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

● 

募
集
期
間
　

３
月
６
日

必
着

● 

受
講
期
間
　

　

平
成
24
年
４
月

平
成
25
年
３
月

●
受
講
料
等

▼
入
学
金
２
，
０
０
０
円

▼
受
講
料

１
２
，
０
０
０
円

　

（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

● 

申
込
方
法
　

市
高
齢
者
支
援
課
又

は
各
支
所
に
設
置
の
パ
ン
フ
レ

ト
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
　

㈶
熊
本
さ
わ
や
か

長
寿
財
団
　

生
き
が
い
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

広報 あそ 2012.02 24

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
方
々
の
健
康
と
生
き
が
い

づ
く
り
、
高
齢
社
会
の
リ

ダ

育

成
を
目
的
に
「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学

校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
１
年
間

に
わ
た
り
幅
広
い
学
習
や
体
験
を
通

し
て
、
生
き
が
い
再
発
見
、
社
会
参

加
、
さ
ら
に
は
新
た
な
交
流
の
き

か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

● 

入
学
資
格
　

平
成
24
年
４
月
１
日

時
点
で
60
歳
以
上
で
あ
り
、
学
習

意
欲
の
あ
る
県
内
在
住
の
方

※ 

す
で
に
履
修
さ
れ
た
方
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

く ら し の 情 報

内
職
事
業
所
の

求
人
情
報
を
募
集

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ

で
は
、
内
職
事

業
所
の
求
人
の
情
報
提
供
を
行

て

い
ま
す
。
求
人
を
希
望
さ
れ
る
内
職

事
業
所
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 
問
い
合
わ
せ
　

く
ま
も
と
県
民
交

流
館
パ
レ
ア 

し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４

熊
本
県
シ
ル
バ

ス
ポ

ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

● 

競
技
種
目
　

ラ

ジ
ボ

ル
卓

球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ

ル
、ゲ

ト
ボ

ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ

ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極

拳
、ソ
フ
ト
バ
レ

ボ

ル
、サ

カ

、
ダ
ン
ス
ス
ポ

ツ
　
　
　

●
募
集
期
間
　

　

２
月
22
日

３
月
22
日

● 

申
込
方
法
　

市
高
齢
者
支
援
課
又

は
各
支
所
に
設
置
の
パ
ン
フ
レ

ト
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
　

㈶
熊
本
さ
わ
や
か

長
寿
財
団
　

生
き
が
い
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３



第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
の
テ

マ
募
集

　

平
成
25
年
に
熊
本
県
で
開
催
す
る

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

の
テ

マ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 
応
募
資
格
　

不
問
（
お
一
人
様
何

点
で
も
応
募
可
）

●
募
集
期
間
　

３
月
６
日

ま
で

●
表
彰
区
分

▼
最
優
秀
賞
１
点
（
副
賞
３
万
円
）

▼
優
秀
賞
２
点
（
副
賞
１
万
円
）

▼
佳
作
３
点
（
副
賞
５
千
円
）

※
高
校
生
以
下
は
図
書
カ

ド

●
問
い
合
わ
せ
　

　

熊
本
県
水
産
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
８

広報 あそ 2012.0225

く ら し の 情 報

第７回阿蘇市民
スポレクフェア開催！参加募集！
第７回阿蘇市民
スポレクフェア開催！参加募集！

ウォーキング
ふらばーるバレーボール ペタンク

市民の健康・体力づくりを日常生活の中に積極
的に取り入れ、だれでも参加できるスポーツの
普及を図り、健康で明るいスポーツライフを目
指すことを目的とした『第７回阿蘇市民スポレ
クフェア』を以下のとおり開催します。
●とき
　※ 雨天の場合、屋外競技は室内での開催とな

ります。
●ところ　 阿蘇市阿蘇体育館・武道場及び周辺

ウォーキングコース
●大会内容　
　▶ウォーキング４ｋｍ及び８ｋｍ
　▶ふらばーるバレーボール（５人１組）　　
　　[１５チーム程度]
　▶ペタンク（3人一組）[１８チーム程度]
●参加資格　阿蘇市在住の方
　※ 子どもから高齢者の方まで誰でも可。職場

や家族、地域の方々での参加も大歓迎！　
　※ 競技種目のそれぞれに制限がありますの

で、詳細はお問い合わせください。
　※ ふらばーるバレーボールは、小学高学年以

上となります。
●参加料　各種目　無料
●申込締切
　※ 申込締切りまでについては傷害保険対応

（当日参加については、自己で保険加入願
います。）

●問い合わせ　市教育委員会 社会体育係
　☎２２－３２２９　ＦＡＸ２２－５２０５
※電話・ＦＡＸでも受付しております。
※内牧支所及び、波野支所でも受付可。

地
域
づ
く
り
情
報
交
換
会

　

阿
蘇
市
で
ま

ち
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
な
ど

に
頑
張

て
い

る
団
体
の
皆
さ

ん
の
活
動
発
表

を
通
じ
、
団
体

間
の
情
報
交
換

と
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
６
団
体
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
あ
ふ
れ

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

る
活
動
報
告
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　

３
月
17
日　

　

午
後
１
時
30
分

４
時
30
分

　

（
受
付
午
後
１
時
）

● 

と
こ
ろ
　

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ

（
内
牧
）

● 

内
容
　

地
域
づ
く
り
団
体
活
動
発

表
会
と
情
報
交
換
会

▼ 

第
１
部
　

地
域
づ
く
り
６
団
体
に

よ
る
活
動
発
表
会
、
紙
芝
居
倶
楽

部
に
よ
る
「
阿
蘇
の
お
は
な
し
」

の
公
演

▼
第
２
部
　

情
報
交
換
会

● 

主
催
　

阿
蘇
市
地
域
づ
く
り
団
体

協
議
会

●
問
い
合
わ
せ
　

市
企
画
振
興
課
　

　

☎
２
２
‐
３
１
６
９



阿
蘇
市
を
さ
る
こ
う
！

「
豆
腐
作
り
体
験
と
古
閑
の
滝
鑑
賞
」

　

阿
蘇
産
大
豆
ふ
く
ゆ
た
か
を
使

て
豆
腐
作
り
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
昼
食
は
作

た
豆
腐
で
豆
腐
鍋

を
楽
し
み
ま
す
。
そ
の
後
は
坂
梨
地

区
で
古
閑
の
滝
の
鑑
賞
や
宿
場
通
り

の
散
策
を
行
い
ま
す
。
冬
の
名
所
を

見
た
後
は
立
ち
寄
り
湯
で
お
楽
し
み

下
さ
い
。（
内
牧
３

所
の
温
泉
で

使
え
る
温
泉
券
付
で
す
。）

● 

と
き
　

２
月
11
日

㊗
　

　

午
前
10
時
45
分

午
後
３
時
30
分

● 

と
こ
ろ
　

は
な
阿
蘇
美
お
よ
び
坂

梨
地
区

● 

集
合
　

は
な
阿
蘇
美
内
レ
ス
ト
ラ
ン

午
前
10
時
45
分（
開
始
午
前
11
時
）

●
参
加
費
　

大
人
２
，
５
０
０
円
、

　

小
人
１
，
５
０
０
円

　

（
体
験
・
昼
食
・
保
険
代
込
）

●
持
参
物
　

エ
プ
ロ
ン

● 

定
員
　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

● 

問
い
合
わ
せ
　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
総
合
案
内
所
　

　

☎
３
５
‐
５
０
７
７

広報 あそ 2012.02 26

く ら し の 情 報

第６回 阿蘇市青少年健全育成推進大会を開催します！
大会スローガン　‐子ども・若者を支えるのは地域力です‐

　阿蘇市青少年健全育成市民会議では、子どもや若者たちの健全育成
には地域において日頃から、温かく見守り、励まし、時には注意をす
るなど、より多くの人々が手を差し伸べて支援していくことが重要と
の観点から家庭、行政、職場、地域が一体となった取組みを推進して
います。
　今大会では、体験活動を通じ生きる力を育む内容の講話、また、家
庭で大切にしたいことや、子育てのポイントを学ぶことができる「親
の学びプログラム」を実施し、子どもたちのよりよい成長を考えま
す。どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。
●とき
●ところ　就業改善センター（宮地）
●日程　
　▶１３：３０　開会行事
　▶１３：４５　講話
　　 テーマ「今、求められる　子ども・若者の体験活動」
　　講師　国立阿蘇青少年交流の家次長　崎坂　謙三郎　氏
　▶１４：３０　ワークショップ
　　 くまもと「親の学び」プログラム　スマイル（小学生期）編
　　講師　熊本県阿蘇教育事務所社会教育主事　狭間　卓史　氏
　●主催　阿蘇市青少年健全育成市民会議
●問い合わせ　阿蘇市青少年健全育成市民会議事務局　
　　　　　　　☎０８０‐１７７０‐１８８８

熊
本
ゴ

ル
デ
ン
ラ

ク
ス

野
球
教
室

　

熊
本
県
に
本
拠
地
を
置
く
社
会
人

野
球
チ

ム
「
熊
本
ゴ

ル
デ
ン

ラ

ク
ス
」
に
よ
る
野
球
教
室
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
社
会
人
野
球

の
最
前
線
で
活
躍
す
る
野
球
選
手
の

技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

● 

と
き
　

３
月
４
日　

　

午
前
10
時

午
後
１
時
　

● 

と
こ
ろ
　

農
村
公
園
あ
ぴ
か

● 

参
加
費
　

無
料

●
対
象
　

小
・
中
学
生

●
申
込
　

当
日
、
会
場
で
受
付
。

● 

準
備
物
　

グ
ロ

ブ
、
ボ

ル
１

個
、
ス
パ
イ
ク
ま
た
は
運
動
靴

● 

そ
の
他
　

▼
雨
天
時
は
、
阿
蘇
中

学
校
体
育
館
。
▼
当
日
は
ユ
ニ

ホ

ム
ま
た
は
ト
レ

ニ
ン
グ
ウ

エ
ア
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　

阿
蘇
市
軟
式
野
球
協
会

●
共
催
　

㈱
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ

ク
ネ

ト

● 

後
援
　

市
教
育
委
員
会
、
阿
蘇
市

体
育
協
会

● 

問
い
合
わ
せ

　

 

阿
蘇
市
軟
式
野

球
協
会
事
務
局

　

☎
２
２
‐
３
２
２
９



　４月１日に、新しい「阿蘇中学校」が開校することにより、長
年にわたり皆さま方に支えられ、親しまれてきた阿蘇中学校・阿
蘇北中学校の両校は、３月３１日をもって、その輝かしい歴史に
幕を閉じます。つきましては、下記のとおり両校の閉校記念式典
を開催しますので、これまで両校の歴史をつくりあげてきた皆さ
ま方にお知らせします。
●とき（時間は多少の変更がある可能性があります）
▶阿蘇北中学校閉校記念式典
２月２５日 土　閉校式　　　　午前１０時から
　　　　　　　 閉校記念式典　午前１１時から午後３時半まで
▶阿蘇中学校閉校記念式典
２月２６日 日　閉校式　　　　午前１０時から
　　　　　　　 閉校記念式典　午前１１時から午後１時まで
●内容等
▶ 両校ともに、記念式典の前に３月３１日に閉校することを宣言
する閉校式を実施します。（校旗返納は修了式に行います。）
▶記念式典の内容については、各学校で異なります。
▶希望される方々へ式典完了後に校内観覧の時間を設ける予定です。
●問い合わせ　閉校実行委員会事務局（学校）
▶阿蘇中学校　　☎３４－００１０
▶阿蘇北中学校　☎３２－００７６
閉校実行委員会では、質素ながらも気持ちの込もった式を行える
よう努力しております。

田
空
さ
る
た
塾

（
阿
蘇
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
）

「
梶
原
先
生
（
阿
蘇
た
に
び
と
博
物

館
館
長
）
と
さ
ぐ
る
、
消
え
ゆ
く
阿

蘇
・
よ
み
が
え
る
阿
蘇
〜
あ
か
牛
の

い
る
暮
ら
し
〜
」　

　

近
年
、
阿
蘇
の
草
原
の
重
要
性
と

共
に
あ
か
牛
に
対
す
る
再
評
価
が
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講

師
が
聞
き
役
と
な
り
長
年
あ
か
牛
を

育
て
て
き
た
農
家
か
ら
あ
か
牛
と
の

生
活
を
通
じ
た
阿
蘇
の
風
土
や
く
ら

し
の
特
徴
を
尋
ね
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
一
緒
に
あ
か
牛
の
い
る
生
活

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(U
stream

[

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動

画
視
聴
サ
イ
ト]

で
の
生
中
継
を
予

定
し
て
い
ま
す
。)

●
と
き　

２
月
12
日
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
予
定
）

● 

問
い
合
わ
せ　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
総
合
案
内
所　

　

☎
３
５
‐
５
０
７
７
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く ら し の 情 報

行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は１月20日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

３月
  4日 日： 熊本ゴールデンラークス野球教室
10日 土： 阿蘇市女性団体連絡協議会セミナー
17日 土：地域づくり情報交換会
24日 土：阿蘇神社火振り神事
25日 日： 熊本県知事選挙投票日

18日 土： 阿蘇郡市小学生サッカー大会
25日 土：九州少年少女ドリームカップサッカー大会(26日まで）

２月

２月
12日 日： 阿蘇市青少年健全育成推進大会
19日 日： 第７回阿蘇市民スポレクフェア 
25日 土：阿蘇北中学校閉校記念式典
26日 日：阿蘇中学校閉校記念式典

  3日 土： 全九州大阿蘇旗争奪中学女子
　　　　  バレーボール大会(４日まで）

３月

２月
18日 土： 阿蘇郡市中学生新チーム卓球大会
22日 水： 阿蘇市生涯学習講座閉校式
25日 土： ラージボール卓球・スポーツ教室及び交流会
26日 日： 阿蘇市バトミントン協会冬季大会

  7日 水：  阿蘇市グラウンドゴルフ大会
３月

演 題 「 再 起 可 能 」 講師：木村和也 氏（熊本放送アナウンサー）

【プロフィール】　2001年3月14日、
番組取材中にアクシデントに見舞われ第三
腰椎圧迫骨折。脊髄損傷により両下肢機能
に障害を抱える。約８ヵ月間の入院生活を
経て、仕事に復帰。
《テレビ》 「夕方いちばん」
　　　　　「夕方いちばんＮＥＷＳ」
《ラジオ》「熊本ゴルファーズランド」

第１０回阿蘇市女性団体連絡協議会セミナー 主催：阿蘇市女性団体連絡協議会

●とき　３月１０日 土
　　　　開場：午後１時　
　　　　開演：午後１時30分
●ところ　ＪＡ阿蘇一の宮中央支所 会議室
●参加費　無料（どなたでも参加できます。）
●問い合わせ　市人権啓発課　
　　　　　　　☎２２‐３２０６

阿蘇中・阿蘇北中閉校記念式典
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人 権 作 文人 権 作 文

家族や身近な人との関係を
見つめ直し、人権や差別に
ついて話し合う機会を持ち
ましょう。

人権について語り合いましょう

人 権 作 文人 権 作 文 平成２２年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

阿
蘇
西
小
学
校　

２
年(

現
３
年)

　

塚
本　

ゆ
う
り

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
し
入
れ
か

ら
帰
っ
て
き
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

お
手
つ
だ
い
を
し
ま
す
。
さ
い

し
ょ
は
、
か
る
い
天
ぷ
ら
な
ど
を

大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
お
ろ
し
ま

す
。
光ひ
か
りを
左
手
で
だ
っ
こ
し
て
い

る
か
ら
、
も
ち
に
く
そ
う
で
す
。

で
も
、
お
ち
ゃ
が
入
っ
た
は
こ

も
、
光
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
エ
プ

ロ
ン
に
ぎ
ゅ
っ
と
く
っ
つ
け
て

だ
っ
こ
し
な
が
ら
手
で
も
ち
ま

す
。
そ
の
後
わ
た
し
が
も
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
ゃ
が
む
と
光

が
な
き
ま
す
。
立
っ
て
な
い
と
な

き
や
み
ま
せ
ん
。
光
が
ね
た
ら
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
ね
だ
ん
う
ち
を
し
ま

す
。
わ
た
し
も
い
っ
し
ょ
に
す
る

と
き
が
あ
り
ま
す
。
お
ば
ち
ゃ
ん

は
け
い
算
も
し
ま
す
。
け
い
算
き

で
ね
だ
ん
を
う
ち
ま
す
。

　

光
が
お
き
た
ら
た
い
へ
ん
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
光
が
、

「
ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア
。
」

と
な
く
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ま

た
だ
っ
こ
し
ま
す
。
光
の
こ
と
や

け
い
算
や
ね
だ
ん
う
ち
の
こ
と
な

ど
考
え
て
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

光
が
ね
た
ら
、
せ
ん
た
く
も
の

を
と
っ
た
り
ほ
し
た
り
し
ま
す
。

光
が
お
き
た
ら
ミ
ル
ク
も
作
り
ま

す
。
ミ
ル
ク
が
あ
つ
い
と
き
は
、

水
で
ひ
や
し
て
の
ま
せ
ま
す
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
で
か
け
る
と
き

は
、

「
わ
た
し
が
光
を
見
と
く
け
ん
い

い
よ
。
」

と
言
い
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
。
」

と
言
い
ま
す
。

　

光
が
ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ
ン
と
ね
が
え

り
を
す
る
の
で
か
べ
で
頭
を
う
ち

そ
う
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ま

た
も
ど
し
て
や
り
ま
す
。
光
が
な

い
た
と
き
は
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と

音
が
す
る
お
も
ち
ゃ
を
も
た
せ
ま

す
。
す
る
と
な
き
や
み
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
き

て
、
わ
た
し
が
、

「
光
の
め
ん
ど
う
見
と
っ
た

よ
。
」

と
い
う
と
、

「
あ
り
が
と
う
。
」

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
い
ま
す
。

問い合わせ：   阿蘇図書館　☎32-0067
　　　　　　一の宮図書館☎22-2916移動図書館車「あそ号」巡回日程

日　　程 巡回場所及び予定時間

赤水駅
14：50～15：10

波野保健福祉センター
10：00～ 10：30

坂梨公民館
11：00～ 11：20

古城公民館
  11：30～ 11：50

宮本酒店前
15：20～15：40

早瀬スヨさん宅前
15：50～16：10

たちばな園
16：20～16：40

阿蘇図書館
16：50

阿蘇図書館
9：30

阿蘇図書館
12：05

猿渡製材所　
10：55～11：10   

坊中公民館 
11：20～11：35  

佐伯商会前 
11：40～12：00   

くんわの里 
12：10～12：30  

枳天満宮 
14：20～14：40  

阿蘇図書館 
9：00

上寿園
 9：05～9：25

山田公民館
9：35～9：50

西役犬原公民館
10：00～10：20  

竹原公民館
10：30～10：45  

２月２２日 水 
３月２１日 水

図書館へ
行こう！
図書館へ
行こう！

○図書館おはなし会　 読み聞かせボランティア「おはなしアップル」の
皆さんによる楽しい会です。

●と　き　２月２５日 土　午後２時～　
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

２月２３日 木
３月２２日 木



す く す く 広 場 ぴ よ ぴ よ 広 場

●
健
康
に
良
い
食
事
と
は
？

　

私
た
ち
は
、
日
頃
「
健
康
に
良
い
食
事
を
家
族
に
食

べ
さ
せ
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
ち
そ
う
を
食
べ

る
の
で
は
な
く
、「
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
も

精
神
も
さ
わ
や
か
に
よ
く
働
く
」食
事
を
健
康
に
良
い
、

と
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

規
則
正
し
い
食
事
時
間
を
守
り
、
腹
八
分
目
の
食
事

量
を
心
が
け
、地
産
地
消
で
安
全
な
食
材
を
確
保
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
料
理
が
美
し
く
見
え
る
食
器
や
盛
り
付

け
の
工
夫
、
楽
し
く
食
べ
る
た
め
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
れ
ば
お
い
し
さ
も
プ
ラ
ス
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
一
の
宮
支
部
で
は
、
行

事
食
で
あ
っ
て
も
生
活
習
慣
病
予
防
が
で
き
る
献
立
を

広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
年
末
に
講
習
し
た
正
月

料
理
も
、
塩
分
砂
糖
を
控
え
、
材
料
の
持
つ
自
然
な
甘

さ
を
ひ
き
だ
す
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
で
き
た
献
立

は
各
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
地
区
の
集
い
で
配

る
よ
う
に
し
て
お
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
行

事
食
は
味
付
け
が
濃
い
高
脂
肪
・
高
タ
ン
パ
ク
の
【
ご

ち
そ
う
】
に
な
り
が
ち
で
、
普
段
よ
り
食
べ
過
ぎ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
体
に
負
担
を
か
け
な
い
内
容
を

心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広報 あそ 2012.0229

阿
蘇
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会　

一
の
宮
支
部

子育て支援
センター情報

市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターもご自由にご利用いただけます。

の ん び り 広 場
●場　所　波野保育園
●開放日　 月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

２月・３月

活 動 内 容

１５日 水：誕生会・計測日
　　　　　  クッキー作り（エプ

ロン・三角巾持参）
２２日 水：ひな人形を作ろう
２９日 水：ひな寿司を作ろう

２月

　７日 水： 絵本の読みあいを楽
しもう

１４日 水： 親子ビクス（阿蘇市
子育て支援センター）

３月

１６日 木： 調理実習（9：30一
の宮保健センター集
合　米１合持参）

　　　　　 ※要予約
２１日 火： お話会（わらべ歌や

絵本の読み聞かせ「
熊本の民話」を楽し
もう！）

２３日 木： 誕生会・計測日
　　　　　  保健師による育児講

座・子育て相談会

２月

　１日 木：おひな様づくり
　９日 金： わいわい子育て相談

会（乳幼児健診医：
江崎真澄先生による
相談会）

１３日 火： トールペイントを楽
しむ（無地のＴシャ
ツや肌着など持参し
ましょう！）

　　　　　 ※要予約

３月

●場　所　 一の宮子育て支援セ
ンター(りんどう保育園横)

●開放日　 月～土曜
●時　間　8：00～17：00
　　　　　(土曜は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　 阿蘇市子育て支援セ
ンター(三久保)

●開放日　 月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

１５日 水：   絵本講座（チャイル
ド社講師：高崎真氏
「絵本の選び方・読
み聞かせ」等　親子
で絵本を楽しもう）

２２日 水： 親子ふれあい体操
　　　　　  （親子で楽しく身体

を動かして遊びまし
ょう！　３Ｂ体操指
導者：大塚美和氏）

２９日 水： 誕生日お楽しみ会・
体験試食会

２月

　２日 金： 乙姫の家に行こう！
　　　　　 （ひな祭り交流会）
　　　　　 ※要予約
　７日 水： 英語で遊ぼう！（阿

蘇北中ＡＬＴジャミ
ール先生）

１４日 水： 親子ビクス（ベビー
・マミービクス　講
師：黒木千代子氏

　　　　　  生後３ヶ月～妊婦さ
んも可）

３月
※ おやつ作りや親子クッキング
などの調理実習にはエプロン
・三角巾（バンダナ可）が必
要です。
※ 各所では育児相談を随時受け
付けています。電話相談も可
能です。(一の宮子育て支援セ
ンターは育児相談専用☎２２
‐３８５０まで)

●
健
康
に

私
た
ち

べ
さ
せ
た

る
の
で
は

精
神
も
さ

と
イ
メ
ー

規
則
正

量
を
心
が

そ
の
う
え

け
の
工
夫

け
れ
ば
お

食
生
活

事
食
で
あ

広
め
る
活

料
理
も
、

さ
を
ひ
き

は
各
地
区

る
よ
う
に

事
食
は
味

ち
そ
う
】

と
が
多
い

心
が
け
た

阿
蘇
市

●○○○●○●○○
お元気ですか？食生活改善推進員協議会○●○○○●○

広報 あそ 2012.029

部
●○○○●○●○○お元気ですか？食生活改善推進員協

議会○●○○○●○

月子育て支援 ２月 ３月子育て支援 ２月・３月
子育て中の人たち集ま

れ！！

２月

活 動 内 容
２月

活 動 内 容

行
事
食
も
『
減
ら
そ
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ

（
塩
・
脂
肪
・
砂
糖
）
』
で
！

Ｓ alt

・
Ｏ il

・
Ｓ ugar
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お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
３月７日水
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
３月１５日木
　9：30～12：00　一の宮保健センター

社会保険出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
２月１７日金
　10：00～15：00　市役所議会棟大会議室
３月７日水
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-8144)

もの忘れ相談＜予約制・無料＞
２月２１日火　15：00～17：00　阿蘇市役所
　予約先　高齢者支援課(☎22-3145)

こころの相談＜予約制・無料＞
３月１日木　10：00～16：00　一の宮保健センター
　予約先　一の宮保健センター(☎22-5088)

各 種 健 診 の 日 程

３～４ヶ月児健診
２月１４日火　対象者　H23.9.28～10.25生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
３月１４日水　対象者　H23.7月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
２月２１日火　対象者　H22.6月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

３歳児健診
２月２９日水　対象者　H20.7月生まれ
　受付　13：00～13：20　阿蘇保健福祉センター

休 日 在 宅 医

２月11日
２月12日
２月19日
２月26日
３月  4 日
３月11日

眼科古嶋医院
家入整形外科
古閑医院
大阿蘇病院
小野主生医院
問端内科

３４－０００８
３２－００４８
２２－３０００
２２－２１１１
３２－００３９
３２－０１０２

予 防 接 種

３種混合[予約制]
場 　所： 阿蘇中央病院、小野主生医院、

たくもと小児科クリニック、　
松見内科クリニック

対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎週第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：13:30～13:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方

● ポリオ･ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７日間
は他の予防接種は受けられません。３種混合・日本脳炎等(不活化ワクチン)の
予防接種を受けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
●必ず母子手帳と問診票(３～４ヵ月児健診時に配布)を持参して下さい。

問い合わせ先：一の宮保健センター ☎２２－５０８８

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※) 平成7年6月1日～平成19年4月1日生
まれの方は、20歳未満までの間、日
本脳炎１・２期が受けられるように
なっています。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院阿蘇温泉病院 ●● ●●
家入整形外科家入整形外科 ●●
市原胃腸科外科市原胃腸科外科 ●
小野主生医院小野主生医院 ● ●●
古閑医院古閑医院 ● ●●
坂梨ハートクリニック坂梨ハートクリニック ●
たくもと小児科クリニックたくもと小児科クリニック ● ●●
問端内科問端内科 ●
松見内科クリニック松見内科クリニック ● ●●
脇胃腸科脇胃腸科 ●
栗林内科医院栗林内科医院 ● ●●
波野診療所波野診療所 ●
阿蘇中央病院阿蘇中央病院 ●● ●●

○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

・・・高齢者支援課☎５５－３１４５　一の宮保健センター☎５５－５０８８

熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

健康測定日＜事前予約不要・無料＞
２月１３日月
　10：00～16：00　波野保健福祉センター
２月１６日木
　  9：00～17：00　一の宮保健センター
２月１７日金
　  9：30～16：00　内牧支所
※ 体重・血圧・HbA1c（血糖）検査等を行います。

登記相談所＜無料＞
２月１６日木　10：00～15：00　
　市役所２階会議室
　問い合わせ 熊本地方法務局(☎096-364-2145)

※ 阿蘇中央病院で夜間診療が始まりました。毎週金曜、
19時～21時。詳しくは７ページをご覧ください。
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〔趣味〕ショッピング 
〔阿蘇の好きなところ〕 
　空気が澄んでいて、星空がキレイ
　に見えるところ
〔阿蘇市への要望〕
　花々がいっぱい咲いた明るい街に
　してほしい
〔好きな男性のタイプ〕
　誠実で笑顔が素敵な人
〔好きな言葉〕一期一会

Ｑ．仕事の内容
　　貯金の窓口での出納業

Ｑ． 仕事で、日頃から心がけて
　　いること
　　思いやりの心を持ち、
　　明るい笑顔で接客する
　　こと。

木村  紗央里 さん （23） 内牧１区
ＪＡ阿蘇 阿蘇町中央支所　勤務

さ　お　り

カレー味カレー味 の白菜ロール白菜ロールカレー味カレー味 の白菜ロール白菜ロールカレー味 の白菜ロール

239kcal
13.2ｇ
12.3ｇ

：
：
：

白菜にはクセがないため、味がよく馴染
みます。カレー味ですのでお子様にも食
べやすいと思います。

〈食改より一言〉

～ 食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会 ～

エネルギー
たんぱく質
脂 質

128ｍｇ
2.4ｇ

：
：

カルシウム
塩 分

　正月の伝統行事「どんどや」が１月１４・
１５日、阿蘇市内の各地で行われ、竹が焼
ける「パンパン」という激しい音が阿蘇谷
を響きわたりました。

▶ 古神地区で行われた、
　 どんどやの様子。火入
　 れ前には消火器を使った
　 消火訓練が行われまし
　 た。（写真下）

▶ 阿蘇市公民館山田地域分館（村上政次館長）
　 主催で行われた、どんどやの様子。朝は紙ト
　 ンボ作りと凧揚げが行われ、お昼に火が入り
　 ました。手作りのぜんざいなどが振る舞われ
　 大変賑わいました。

ハクサイは一枚ずつはがして茹で、ザルにあげて水気をきっておく。
タマネギはみじん切りにする。ニンジン・魚肉ハムは俸状に切る。
ボールに豚ミンチ・タマネギ・卵・パン粉・塩・こしょうを入れて混ぜ合わせる。
よく練ったら、１０等分にする。
ハクサイに③を広げ、ニンジンと魚肉ハムをのせ、ハクサイで巻いて包む。
巻き終わりを乾スパゲティでとめる。
鍋に④を並べ、分量の水を加えて煮る。煮立ったらお湯で溶いたカレールウ
を加える。弱火で約２０分煮込む。

①
②
③

④

⑤

材　料（５人分）
●ハクサイ ……………… １０枚
●タマネギ ……… １個（150ｇ）
●ニンジン …… 小１本（100ｇ）
●魚肉ハム …………… １２０ｇ
●乾スパゲティ ………… 適量
●水 ………………… ２カップ

●豚ミンチ ……………… １５０ｇ
●卵 ………………………… １個
●パン粉 …………… １／４カップ
●塩 ………………… 小さじ１／３
●こしょう …………………… 少々
●カレールウ ……………… ２カケ
●お湯 …………………… ２カップ

各地で正月行事「どんどや」 子どもたち大喜び！ 阿蘇谷に響く竹の音子どもたち大喜び！ 阿蘇谷に響く竹の音子どもたち大喜び！ 阿蘇谷に響く竹の音子どもたち大喜び！ 阿蘇谷に響く竹の音子どもたち大喜び！ 阿蘇谷に響く竹の音
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